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　近年、子どもを取り巻く社会環境は急激に変化しており、保育者の役割はますます重要視され
ている。このような背景から、保育者を養成する大学（以下、「養成校」）においても、質の高い
保育者を育成することが強く求められている。

　そのような状況において、保育士養成課程等検討会（2010）は、「保育実習の長期化やインター
ンシップなども視野にいれた検討が望まれる。学生の保育現場への継続的かかわりによる実践知
の獲得は、就職へのモチベーションを高めることにもつながると考えられる」と指摘した。これ
を受け、本研究の対象である X 短期大学では 8 年前より、保育士や幼稚園教諭の資格取得に必
要な実習に加えて、長期インターンシップ実習（以下、「インターンシップ」）を独自に導入して
いる。このインターンシップでは、学生は 1 年間同じ保育所・幼稚園・認定こども園・施設に
おいて、週 1回の頻度で実習を行う。これによって、子どもとの関わり方や保育現場での実践的
な保育技術の習得を目指すと同時に、「一保育者」として責任を担いながら、社会人基礎力を培
うことを目的としている。すなわち、学生はインターンシップを通して保育者としての現場経験
を積み、保育者として成長し、実践的な場で状況を的確に認識し適切な判断を下す能力（実践知）
を得る。また、インターンシップでの失敗によって、学生自身が保育者として必要な素養や課題
を認識し、自主的に課題に取り組む姿勢を養うことにも繋がる。
　大嶋・芝田・玉川・中津（2023）では、このインターンシップの教育的効果について検討が行
われた。その結果、学生自身の意欲向上や成長実感のためには、学生が余裕を持った年間スケ
ジュールを立てられるような見直しの機会や、学生自身が見通しをもって学びを得られる機会が
必要であることが示された。一方、インターンシップを経験することが保育職に就くことへの意
欲に繋がっていない可能性が示唆されている。また、インターンシップを履修するかどうかと子
どもとの関わり方については考察されているが、保育者（指導担当者）との関わり方については
ほとんど検討されていない。

　令和元年度の「指定保育士養成施設卒業者の内定先等に関する調査研究」（全国保育士養成協
議会，2020）によると、養成校の学生が保育職への就職を目指すことに決めた理由は「保育者に
なることが夢だった」が最も多く、全体の 8 割弱を占めている。一方、養成校の学生が保育職で
はなく一般職に就職する理由は「実習で保育をすることに自信を持てなかった」という回答が約
4 割を占めている。このことから、保育者になるという夢を抱いて養成校に入学した学生にとっ
て、実習中の経験が、最終的な「保育職への就職」という意思決定において重要な影響を与える
ことが示唆される。
　これについて、白石（2017）では、養成校での実習が学生の就職に影響を与える要因として、
「実習を通じて培われる実習生自身の技術や自信」および「実習先で出会う保育者との関わり」
が重要であることが指摘されている。具体的には、指導を受ける側の学生がどのように学び、技
術を身につけるか、またそれを自身に結びつけるプロセスや、指導を行う保育者との関係性が、
その後の進路選択において重要な要因として作用する可能性があるとされる。

　第一著者は、約 10 年間、保育現場で保育者として勤務し、実習指導や学生の育成、さらに若
手保育者の育成に携わってきた。その経験の中で、学生と現場の保育者の間に意識や意見の相違
が生じる場面を幾度も目にしてきた。
　現場の保育者にとって、多忙な保育業務の中で学生（実習生）の指導を行うことは、身体的・
精神的な負担を伴う。これは、学生がクラスに加わる期間には、通常の保育業務に加え、見えな
い部分での配慮を求められることが大きな理由であると考えられる。これは学生の日誌添削だけ
ではなく、例えば子どもが安全に過ごすために学生の行動を細やかに見守ることや、学生に保育
活動の補助を依頼する際の手順説明、その行動の目的や意図の共有なども必要であることが挙げ
られる。また、学生の状況や状態に応じて、無理をしていないか様子を見ながら声をかける等の
配慮も求められる。こういった状況において、余裕をもって学生を指導することは難しい場面が
多い。
　一方、学生にとっても、普段とは異なる環境で保育者の役割や視点、立場を理解することは容
易でなく、ストレスや負担感、不安感等を感じることは多い。例えば、学生が「一保育者」とし
て現場に馴染めるようにと配慮し保育者が行った指導は、学生にとっては過度な負担やストレス
となっているかもしれない。このような場合、学生は保育者の指導を受け入れにくい状況に陥る
こともある。逆に、学生の何気ない発言も、保育者にとってはその学生の保育者としての資質を
疑う要因となる場合もある。

　このような保育者と学生の間の認識のズレは、学生の学びや成長を阻害し、現場における教育
的効果を減少させる恐れがある。したがって、学ぶ意欲をもつ学生と、質の高い保育者を育成し
たいと考える保育者の双方の思いが円滑に共有されることは、学生が保育者として成長するため
に重要であると考えられる。

　本研究では、X短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的とした。その
ために「学生と実習先の効果的マッチングシート（以下、「マッチングシート」）」を作成し、そ
の効果を検証した。

　X 短期大学において、2024 年度にインターンシップ授業を履修している学生 54 名（1 年生
39 名、2 年生 15 名）を対象とし、全員に対して後述する学生用マッチングシートとアンケート
調査を実施した。また、54 名がインターンシップ実習を行う保育所・幼稚園・認定こども園・
施設の指導担当者 54 名全員に対して、後述する指導担当者用マッチングシートを実施した。ア
ンケート調査に関しては、事後指導授業に出席した53名（1年生38名、2年生15名）を対象とした。

調査の流れ　インターンシップを履修することを決めた学生は、まずインターンシップ先の種別
を選択した。それを基に、インターンシップ担当教員（第一著者、第二著者）が各施設に依
頼をし、全学生のインターンシップ先を決定した。その後、学生にはインターンシップ事前指
導授業を行い、その際に学生用マッチングシートを実施した。事前指導の翌週に各園でオリエン
テーションが実施され、そこで学生から各施設の担当者に指導担当者用マッチングシートについ
て説明され、手渡された（なお、これ以前のタイミングで、インターンシップ担当教員から各施
設に電話で事前説明も行っていた）。その翌週よりインターンシップが開始され、週に 1 回、水
曜日に 6時間のインターンシップ実習が、半年間で計 10 回（2年生は教育実習期間を除く計 8回）
行われた。インターンシップ 5～7 週目にインターンシップ担当教員を含む学科教員が各園へ巡
回訪問し、その際に指導担当者用マッチングシートが回収された（その時点で未記入だった場合

は封筒を手渡し、郵送を依頼した）。回収された指導担当者用マッチングシートはインターン担
当教員から各学生に手渡された。10 回（8 回）のインターンシップが終了した翌週に事後指導授
業が行われ、その中でアンケート調査が行われた。

マッチングシートの作成　様々な企業で利用されているマッチングシート（ジョブジョイントお
おさか，2017）を参考にしながら、内容を保育分野に合うよう置き換える形で、インターンシッ
プ担当教員が作成した。企業におけるマッチングシートは、主にキャリア意思決定において動機
づけを促進する効果があることが示されている（大重，2012）。
　本研究で新たに作成したマッチングシートは、学生用（図 1）と指導担当者用（図 2）の 2 種
類であった。学生用では、「自身が希望する指導の傾向」「インターンシップにおいて特に経験し
てみたいこと・身につけたい力」「自身の得意なこと・苦手なこと」について、それぞれ 2～12
個の選択肢から選択する形式の質問と、最後に、それらの質問への回答をふまえた 1 年後の自分
自身の理想像を自由記述で書く項目からなった。「希望する指導の傾向」は、このマッチングシー
トを見た指導担当者が、学生が望む指導方法（その都度指導してほしい／時間をとってまとめて
指導してほしい、等）を知ることで、学生を指導しやすくなることを目的として設定された。「特
に経験してみたいこと・身につけたい力」では具体的な項目（ピアノ／読み聞かせ、等）を設け
ることで、指導担当者がインターンシップ中に学生自身にそれらへの挑戦を促しやすくなること
を目的として設定された。「得意なこと・苦手なこと」では、社会人基礎力（留学生支援ネッ
トワーク（2010）を参考にした）に挙げられる項目から選択させることで、指導担当者が学生の
自己評価を知った上で指導を行いやすくなることを目的として設定された。
　一方、指導担当者用マッチングシートでは、「学生に求める姿勢」「（基本的に）指導可能なタ
イミング」「学生時代に経験しておきたかったこと・身につけておきたかった力」「学生に学んで
ほしい指導担当者自身の特技」についての選択形式の問題と、インターンシップ生への一言を
自由記述で書く項目からなった。「学生に求める姿勢」は 3 位まで順位をつける形で記入し、
このマッチングシートを見た学生が自分に求められていること（誠実性／挨拶、等）を知るこ
とで、具体的な目標を立てやすくなることを目的として設定された。「指導可能なタイミング」
は、インターンシップに限らず実習においても特に 1 年生からよく相談のある「担当の先生にい
つ質問すれば良いのかが分からない」という問題を解決する手掛かりとなるよう設定された。「学
生時代に経験しておきたかったこと・身につけておきたかった力」「学生に学んでほしい指導担
当者自身の特技」は、「学生に求める姿勢」と同様に、学生が具体的な目標を立てるための手助
けとなるよう設定された。
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　X短期大学におけるインターンシップ実習の取り組み



　近年、子どもを取り巻く社会環境は急激に変化しており、保育者の役割はますます重要視され
ている。このような背景から、保育者を養成する大学（以下、「養成校」）においても、質の高い
保育者を育成することが強く求められている。

　そのような状況において、保育士養成課程等検討会（2010）は、「保育実習の長期化やインター
ンシップなども視野にいれた検討が望まれる。学生の保育現場への継続的かかわりによる実践知
の獲得は、就職へのモチベーションを高めることにもつながると考えられる」と指摘した。これ
を受け、本研究の対象である X 短期大学では 8 年前より、保育士や幼稚園教諭の資格取得に必
要な実習に加えて、長期インターンシップ実習（以下、「インターンシップ」）を独自に導入して
いる。このインターンシップでは、学生は 1 年間同じ保育所・幼稚園・認定こども園・施設に
おいて、週 1回の頻度で実習を行う。これによって、子どもとの関わり方や保育現場での実践的
な保育技術の習得を目指すと同時に、「一保育者」として責任を担いながら、社会人基礎力を培
うことを目的としている。すなわち、学生はインターンシップを通して保育者としての現場経験
を積み、保育者として成長し、実践的な場で状況を的確に認識し適切な判断を下す能力（実践知）
を得る。また、インターンシップでの失敗によって、学生自身が保育者として必要な素養や課題
を認識し、自主的に課題に取り組む姿勢を養うことにも繋がる。
　大嶋・芝田・玉川・中津（2023）では、このインターンシップの教育的効果について検討が行
われた。その結果、学生自身の意欲向上や成長実感のためには、学生が余裕を持った年間スケ
ジュールを立てられるような見直しの機会や、学生自身が見通しをもって学びを得られる機会が
必要であることが示された。一方、インターンシップを経験することが保育職に就くことへの意
欲に繋がっていない可能性が示唆されている。また、インターンシップを履修するかどうかと子
どもとの関わり方については考察されているが、保育者（指導担当者）との関わり方については
ほとんど検討されていない。
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　令和元年度の「指定保育士養成施設卒業者の内定先等に関する調査研究」（全国保育士養成協
議会，2020）によると、養成校の学生が保育職への就職を目指すことに決めた理由は「保育者に
なることが夢だった」が最も多く、全体の 8 割弱を占めている。一方、養成校の学生が保育職で
はなく一般職に就職する理由は「実習で保育をすることに自信を持てなかった」という回答が約
4 割を占めている。このことから、保育者になるという夢を抱いて養成校に入学した学生にとっ
て、実習中の経験が、最終的な「保育職への就職」という意思決定において重要な影響を与える
ことが示唆される。
　これについて、白石（2017）では、養成校での実習が学生の就職に影響を与える要因として、
「実習を通じて培われる実習生自身の技術や自信」および「実習先で出会う保育者との関わり」
が重要であることが指摘されている。具体的には、指導を受ける側の学生がどのように学び、技
術を身につけるか、またそれを自身に結びつけるプロセスや、指導を行う保育者との関係性が、
その後の進路選択において重要な要因として作用する可能性があるとされる。

　第一著者は、約 10 年間、保育現場で保育者として勤務し、実習指導や学生の育成、さらに若
手保育者の育成に携わってきた。その経験の中で、学生と現場の保育者の間に意識や意見の相違
が生じる場面を幾度も目にしてきた。
　現場の保育者にとって、多忙な保育業務の中で学生（実習生）の指導を行うことは、身体的・
精神的な負担を伴う。これは、学生がクラスに加わる期間には、通常の保育業務に加え、見えな
い部分での配慮を求められることが大きな理由であると考えられる。これは学生の日誌添削だけ
ではなく、例えば子どもが安全に過ごすために学生の行動を細やかに見守ることや、学生に保育
活動の補助を依頼する際の手順説明、その行動の目的や意図の共有なども必要であることが挙げ
られる。また、学生の状況や状態に応じて、無理をしていないか様子を見ながら声をかける等の
配慮も求められる。こういった状況において、余裕をもって学生を指導することは難しい場面が
多い。
　一方、学生にとっても、普段とは異なる環境で保育者の役割や視点、立場を理解することは容
易でなく、ストレスや負担感、不安感等を感じることは多い。例えば、学生が「一保育者」とし
て現場に馴染めるようにと配慮し保育者が行った指導は、学生にとっては過度な負担やストレス
となっているかもしれない。このような場合、学生は保育者の指導を受け入れにくい状況に陥る
こともある。逆に、学生の何気ない発言も、保育者にとってはその学生の保育者としての資質を
疑う要因となる場合もある。

　このような保育者と学生の間の認識のズレは、学生の学びや成長を阻害し、現場における教育
的効果を減少させる恐れがある。したがって、学ぶ意欲をもつ学生と、質の高い保育者を育成し
たいと考える保育者の双方の思いが円滑に共有されることは、学生が保育者として成長するため
に重要であると考えられる。

　本研究では、X短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的とした。その
ために「学生と実習先の効果的マッチングシート（以下、「マッチングシート」）」を作成し、そ
の効果を検証した。

　X 短期大学において、2024 年度にインターンシップ授業を履修している学生 54 名（1 年生
39 名、2 年生 15 名）を対象とし、全員に対して後述する学生用マッチングシートとアンケート
調査を実施した。また、54 名がインターンシップ実習を行う保育所・幼稚園・認定こども園・
施設の指導担当者 54 名全員に対して、後述する指導担当者用マッチングシートを実施した。ア
ンケート調査に関しては、事後指導授業に出席した53名（1年生38名、2年生15名）を対象とした。

調査の流れ　インターンシップを履修することを決めた学生は、まずインターンシップ先の種別
を選択した。それを基に、インターンシップ担当教員（第一著者、第二著者）が各施設に依
頼をし、全学生のインターンシップ先を決定した。その後、学生にはインターンシップ事前指
導授業を行い、その際に学生用マッチングシートを実施した。事前指導の翌週に各園でオリエン
テーションが実施され、そこで学生から各施設の担当者に指導担当者用マッチングシートについ
て説明され、手渡された（なお、これ以前のタイミングで、インターンシップ担当教員から各施
設に電話で事前説明も行っていた）。その翌週よりインターンシップが開始され、週に 1 回、水
曜日に 6時間のインターンシップ実習が、半年間で計 10 回（2年生は教育実習期間を除く計 8回）
行われた。インターンシップ 5～7 週目にインターンシップ担当教員を含む学科教員が各園へ巡
回訪問し、その際に指導担当者用マッチングシートが回収された（その時点で未記入だった場合

は封筒を手渡し、郵送を依頼した）。回収された指導担当者用マッチングシートはインターン担
当教員から各学生に手渡された。10 回（8 回）のインターンシップが終了した翌週に事後指導授
業が行われ、その中でアンケート調査が行われた。

マッチングシートの作成　様々な企業で利用されているマッチングシート（ジョブジョイントお
おさか，2017）を参考にしながら、内容を保育分野に合うよう置き換える形で、インターンシッ
プ担当教員が作成した。企業におけるマッチングシートは、主にキャリア意思決定において動機
づけを促進する効果があることが示されている（大重，2012）。
　本研究で新たに作成したマッチングシートは、学生用（図 1）と指導担当者用（図 2）の 2 種
類であった。学生用では、「自身が希望する指導の傾向」「インターンシップにおいて特に経験し
てみたいこと・身につけたい力」「自身の得意なこと・苦手なこと」について、それぞれ 2～12
個の選択肢から選択する形式の質問と、最後に、それらの質問への回答をふまえた 1 年後の自分
自身の理想像を自由記述で書く項目からなった。「希望する指導の傾向」は、このマッチングシー
トを見た指導担当者が、学生が望む指導方法（その都度指導してほしい／時間をとってまとめて
指導してほしい、等）を知ることで、学生を指導しやすくなることを目的として設定された。「特
に経験してみたいこと・身につけたい力」では具体的な項目（ピアノ／読み聞かせ、等）を設け
ることで、指導担当者がインターンシップ中に学生自身にそれらへの挑戦を促しやすくなること
を目的として設定された。「得意なこと・苦手なこと」では、社会人基礎力（留学生支援ネッ
トワーク（2010）を参考にした）に挙げられる項目から選択させることで、指導担当者が学生の
自己評価を知った上で指導を行いやすくなることを目的として設定された。
　一方、指導担当者用マッチングシートでは、「学生に求める姿勢」「（基本的に）指導可能なタ
イミング」「学生時代に経験しておきたかったこと・身につけておきたかった力」「学生に学んで
ほしい指導担当者自身の特技」についての選択形式の問題と、インターンシップ生への一言を
自由記述で書く項目からなった。「学生に求める姿勢」は 3 位まで順位をつける形で記入し、
このマッチングシートを見た学生が自分に求められていること（誠実性／挨拶、等）を知るこ
とで、具体的な目標を立てやすくなることを目的として設定された。「指導可能なタイミング」
は、インターンシップに限らず実習においても特に 1 年生からよく相談のある「担当の先生にい
つ質問すれば良いのかが分からない」という問題を解決する手掛かりとなるよう設定された。「学
生時代に経験しておきたかったこと・身につけておきたかった力」「学生に学んでほしい指導担
当者自身の特技」は、「学生に求める姿勢」と同様に、学生が具体的な目標を立てるための手助
けとなるよう設定された。

　学生の進路決定に影響する要因

　現場における学生育成に関する課題



　近年、子どもを取り巻く社会環境は急激に変化しており、保育者の役割はますます重要視され
ている。このような背景から、保育者を養成する大学（以下、「養成校」）においても、質の高い
保育者を育成することが強く求められている。

　そのような状況において、保育士養成課程等検討会（2010）は、「保育実習の長期化やインター
ンシップなども視野にいれた検討が望まれる。学生の保育現場への継続的かかわりによる実践知
の獲得は、就職へのモチベーションを高めることにもつながると考えられる」と指摘した。これ
を受け、本研究の対象である X 短期大学では 8 年前より、保育士や幼稚園教諭の資格取得に必
要な実習に加えて、長期インターンシップ実習（以下、「インターンシップ」）を独自に導入して
いる。このインターンシップでは、学生は 1 年間同じ保育所・幼稚園・認定こども園・施設に
おいて、週 1回の頻度で実習を行う。これによって、子どもとの関わり方や保育現場での実践的
な保育技術の習得を目指すと同時に、「一保育者」として責任を担いながら、社会人基礎力を培
うことを目的としている。すなわち、学生はインターンシップを通して保育者としての現場経験
を積み、保育者として成長し、実践的な場で状況を的確に認識し適切な判断を下す能力（実践知）
を得る。また、インターンシップでの失敗によって、学生自身が保育者として必要な素養や課題
を認識し、自主的に課題に取り組む姿勢を養うことにも繋がる。
　大嶋・芝田・玉川・中津（2023）では、このインターンシップの教育的効果について検討が行
われた。その結果、学生自身の意欲向上や成長実感のためには、学生が余裕を持った年間スケ
ジュールを立てられるような見直しの機会や、学生自身が見通しをもって学びを得られる機会が
必要であることが示された。一方、インターンシップを経験することが保育職に就くことへの意
欲に繋がっていない可能性が示唆されている。また、インターンシップを履修するかどうかと子
どもとの関わり方については考察されているが、保育者（指導担当者）との関わり方については
ほとんど検討されていない。

「学生と実習先の効果的マッチングシート」の作成と検討
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　令和元年度の「指定保育士養成施設卒業者の内定先等に関する調査研究」（全国保育士養成協
議会，2020）によると、養成校の学生が保育職への就職を目指すことに決めた理由は「保育者に
なることが夢だった」が最も多く、全体の 8 割弱を占めている。一方、養成校の学生が保育職で
はなく一般職に就職する理由は「実習で保育をすることに自信を持てなかった」という回答が約
4 割を占めている。このことから、保育者になるという夢を抱いて養成校に入学した学生にとっ
て、実習中の経験が、最終的な「保育職への就職」という意思決定において重要な影響を与える
ことが示唆される。
　これについて、白石（2017）では、養成校での実習が学生の就職に影響を与える要因として、
「実習を通じて培われる実習生自身の技術や自信」および「実習先で出会う保育者との関わり」
が重要であることが指摘されている。具体的には、指導を受ける側の学生がどのように学び、技
術を身につけるか、またそれを自身に結びつけるプロセスや、指導を行う保育者との関係性が、
その後の進路選択において重要な要因として作用する可能性があるとされる。

　第一著者は、約 10 年間、保育現場で保育者として勤務し、実習指導や学生の育成、さらに若
手保育者の育成に携わってきた。その経験の中で、学生と現場の保育者の間に意識や意見の相違
が生じる場面を幾度も目にしてきた。
　現場の保育者にとって、多忙な保育業務の中で学生（実習生）の指導を行うことは、身体的・
精神的な負担を伴う。これは、学生がクラスに加わる期間には、通常の保育業務に加え、見えな
い部分での配慮を求められることが大きな理由であると考えられる。これは学生の日誌添削だけ
ではなく、例えば子どもが安全に過ごすために学生の行動を細やかに見守ることや、学生に保育
活動の補助を依頼する際の手順説明、その行動の目的や意図の共有なども必要であることが挙げ
られる。また、学生の状況や状態に応じて、無理をしていないか様子を見ながら声をかける等の
配慮も求められる。こういった状況において、余裕をもって学生を指導することは難しい場面が
多い。
　一方、学生にとっても、普段とは異なる環境で保育者の役割や視点、立場を理解することは容
易でなく、ストレスや負担感、不安感等を感じることは多い。例えば、学生が「一保育者」とし
て現場に馴染めるようにと配慮し保育者が行った指導は、学生にとっては過度な負担やストレス
となっているかもしれない。このような場合、学生は保育者の指導を受け入れにくい状況に陥る
こともある。逆に、学生の何気ない発言も、保育者にとってはその学生の保育者としての資質を
疑う要因となる場合もある。

　このような保育者と学生の間の認識のズレは、学生の学びや成長を阻害し、現場における教育
的効果を減少させる恐れがある。したがって、学ぶ意欲をもつ学生と、質の高い保育者を育成し
たいと考える保育者の双方の思いが円滑に共有されることは、学生が保育者として成長するため
に重要であると考えられる。

　本研究では、X短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的とした。その
ために「学生と実習先の効果的マッチングシート（以下、「マッチングシート」）」を作成し、そ
の効果を検証した。

　X 短期大学において、2024 年度にインターンシップ授業を履修している学生 54 名（1 年生
39 名、2 年生 15 名）を対象とし、全員に対して後述する学生用マッチングシートとアンケート
調査を実施した。また、54 名がインターンシップ実習を行う保育所・幼稚園・認定こども園・
施設の指導担当者 54 名全員に対して、後述する指導担当者用マッチングシートを実施した。ア
ンケート調査に関しては、事後指導授業に出席した53名（1年生38名、2年生15名）を対象とした。

調査の流れ　インターンシップを履修することを決めた学生は、まずインターンシップ先の種別
を選択した。それを基に、インターンシップ担当教員（第一著者、第二著者）が各施設に依
頼をし、全学生のインターンシップ先を決定した。その後、学生にはインターンシップ事前指
導授業を行い、その際に学生用マッチングシートを実施した。事前指導の翌週に各園でオリエン
テーションが実施され、そこで学生から各施設の担当者に指導担当者用マッチングシートについ
て説明され、手渡された（なお、これ以前のタイミングで、インターンシップ担当教員から各施
設に電話で事前説明も行っていた）。その翌週よりインターンシップが開始され、週に 1 回、水
曜日に 6時間のインターンシップ実習が、半年間で計 10 回（2年生は教育実習期間を除く計 8回）
行われた。インターンシップ 5～7 週目にインターンシップ担当教員を含む学科教員が各園へ巡
回訪問し、その際に指導担当者用マッチングシートが回収された（その時点で未記入だった場合

は封筒を手渡し、郵送を依頼した）。回収された指導担当者用マッチングシートはインターン担
当教員から各学生に手渡された。10 回（8 回）のインターンシップが終了した翌週に事後指導授
業が行われ、その中でアンケート調査が行われた。

マッチングシートの作成　様々な企業で利用されているマッチングシート（ジョブジョイントお
おさか，2017）を参考にしながら、内容を保育分野に合うよう置き換える形で、インターンシッ
プ担当教員が作成した。企業におけるマッチングシートは、主にキャリア意思決定において動機
づけを促進する効果があることが示されている（大重，2012）。
　本研究で新たに作成したマッチングシートは、学生用（図 1）と指導担当者用（図 2）の 2 種
類であった。学生用では、「自身が希望する指導の傾向」「インターンシップにおいて特に経験し
てみたいこと・身につけたい力」「自身の得意なこと・苦手なこと」について、それぞれ 2～12
個の選択肢から選択する形式の質問と、最後に、それらの質問への回答をふまえた 1 年後の自分
自身の理想像を自由記述で書く項目からなった。「希望する指導の傾向」は、このマッチングシー
トを見た指導担当者が、学生が望む指導方法（その都度指導してほしい／時間をとってまとめて
指導してほしい、等）を知ることで、学生を指導しやすくなることを目的として設定された。「特
に経験してみたいこと・身につけたい力」では具体的な項目（ピアノ／読み聞かせ、等）を設け
ることで、指導担当者がインターンシップ中に学生自身にそれらへの挑戦を促しやすくなること
を目的として設定された。「得意なこと・苦手なこと」では、社会人基礎力（留学生支援ネッ
トワーク（2010）を参考にした）に挙げられる項目から選択させることで、指導担当者が学生の
自己評価を知った上で指導を行いやすくなることを目的として設定された。
　一方、指導担当者用マッチングシートでは、「学生に求める姿勢」「（基本的に）指導可能なタ
イミング」「学生時代に経験しておきたかったこと・身につけておきたかった力」「学生に学んで
ほしい指導担当者自身の特技」についての選択形式の問題と、インターンシップ生への一言を
自由記述で書く項目からなった。「学生に求める姿勢」は 3 位まで順位をつける形で記入し、
このマッチングシートを見た学生が自分に求められていること（誠実性／挨拶、等）を知るこ
とで、具体的な目標を立てやすくなることを目的として設定された。「指導可能なタイミング」
は、インターンシップに限らず実習においても特に 1 年生からよく相談のある「担当の先生にい
つ質問すれば良いのかが分からない」という問題を解決する手掛かりとなるよう設定された。「学
生時代に経験しておきたかったこと・身につけておきたかった力」「学生に学んでほしい指導担
当者自身の特技」は、「学生に求める姿勢」と同様に、学生が具体的な目標を立てるための手助
けとなるよう設定された。

　本研究の目的

　手続き

　対象者

【方法】



　近年、子どもを取り巻く社会環境は急激に変化しており、保育者の役割はますます重要視され
ている。このような背景から、保育者を養成する大学（以下、「養成校」）においても、質の高い
保育者を育成することが強く求められている。

　そのような状況において、保育士養成課程等検討会（2010）は、「保育実習の長期化やインター
ンシップなども視野にいれた検討が望まれる。学生の保育現場への継続的かかわりによる実践知
の獲得は、就職へのモチベーションを高めることにもつながると考えられる」と指摘した。これ
を受け、本研究の対象である X 短期大学では 8 年前より、保育士や幼稚園教諭の資格取得に必
要な実習に加えて、長期インターンシップ実習（以下、「インターンシップ」）を独自に導入して
いる。このインターンシップでは、学生は 1 年間同じ保育所・幼稚園・認定こども園・施設に
おいて、週 1回の頻度で実習を行う。これによって、子どもとの関わり方や保育現場での実践的
な保育技術の習得を目指すと同時に、「一保育者」として責任を担いながら、社会人基礎力を培
うことを目的としている。すなわち、学生はインターンシップを通して保育者としての現場経験
を積み、保育者として成長し、実践的な場で状況を的確に認識し適切な判断を下す能力（実践知）
を得る。また、インターンシップでの失敗によって、学生自身が保育者として必要な素養や課題
を認識し、自主的に課題に取り組む姿勢を養うことにも繋がる。
　大嶋・芝田・玉川・中津（2023）では、このインターンシップの教育的効果について検討が行
われた。その結果、学生自身の意欲向上や成長実感のためには、学生が余裕を持った年間スケ
ジュールを立てられるような見直しの機会や、学生自身が見通しをもって学びを得られる機会が
必要であることが示された。一方、インターンシップを経験することが保育職に就くことへの意
欲に繋がっていない可能性が示唆されている。また、インターンシップを履修するかどうかと子
どもとの関わり方については考察されているが、保育者（指導担当者）との関わり方については
ほとんど検討されていない。

「学生と実習先の効果的マッチングシート」の作成と検討
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　令和元年度の「指定保育士養成施設卒業者の内定先等に関する調査研究」（全国保育士養成協
議会，2020）によると、養成校の学生が保育職への就職を目指すことに決めた理由は「保育者に
なることが夢だった」が最も多く、全体の 8 割弱を占めている。一方、養成校の学生が保育職で
はなく一般職に就職する理由は「実習で保育をすることに自信を持てなかった」という回答が約
4 割を占めている。このことから、保育者になるという夢を抱いて養成校に入学した学生にとっ
て、実習中の経験が、最終的な「保育職への就職」という意思決定において重要な影響を与える
ことが示唆される。
　これについて、白石（2017）では、養成校での実習が学生の就職に影響を与える要因として、
「実習を通じて培われる実習生自身の技術や自信」および「実習先で出会う保育者との関わり」
が重要であることが指摘されている。具体的には、指導を受ける側の学生がどのように学び、技
術を身につけるか、またそれを自身に結びつけるプロセスや、指導を行う保育者との関係性が、
その後の進路選択において重要な要因として作用する可能性があるとされる。

　第一著者は、約 10 年間、保育現場で保育者として勤務し、実習指導や学生の育成、さらに若
手保育者の育成に携わってきた。その経験の中で、学生と現場の保育者の間に意識や意見の相違
が生じる場面を幾度も目にしてきた。
　現場の保育者にとって、多忙な保育業務の中で学生（実習生）の指導を行うことは、身体的・
精神的な負担を伴う。これは、学生がクラスに加わる期間には、通常の保育業務に加え、見えな
い部分での配慮を求められることが大きな理由であると考えられる。これは学生の日誌添削だけ
ではなく、例えば子どもが安全に過ごすために学生の行動を細やかに見守ることや、学生に保育
活動の補助を依頼する際の手順説明、その行動の目的や意図の共有なども必要であることが挙げ
られる。また、学生の状況や状態に応じて、無理をしていないか様子を見ながら声をかける等の
配慮も求められる。こういった状況において、余裕をもって学生を指導することは難しい場面が
多い。
　一方、学生にとっても、普段とは異なる環境で保育者の役割や視点、立場を理解することは容
易でなく、ストレスや負担感、不安感等を感じることは多い。例えば、学生が「一保育者」とし
て現場に馴染めるようにと配慮し保育者が行った指導は、学生にとっては過度な負担やストレス
となっているかもしれない。このような場合、学生は保育者の指導を受け入れにくい状況に陥る
こともある。逆に、学生の何気ない発言も、保育者にとってはその学生の保育者としての資質を
疑う要因となる場合もある。

　このような保育者と学生の間の認識のズレは、学生の学びや成長を阻害し、現場における教育
的効果を減少させる恐れがある。したがって、学ぶ意欲をもつ学生と、質の高い保育者を育成し
たいと考える保育者の双方の思いが円滑に共有されることは、学生が保育者として成長するため
に重要であると考えられる。

　本研究では、X短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的とした。その
ために「学生と実習先の効果的マッチングシート（以下、「マッチングシート」）」を作成し、そ
の効果を検証した。

　X 短期大学において、2024 年度にインターンシップ授業を履修している学生 54 名（1 年生
39 名、2 年生 15 名）を対象とし、全員に対して後述する学生用マッチングシートとアンケート
調査を実施した。また、54 名がインターンシップ実習を行う保育所・幼稚園・認定こども園・
施設の指導担当者 54 名全員に対して、後述する指導担当者用マッチングシートを実施した。ア
ンケート調査に関しては、事後指導授業に出席した53名（1年生38名、2年生15名）を対象とした。

調査の流れ　インターンシップを履修することを決めた学生は、まずインターンシップ先の種別
を選択した。それを基に、インターンシップ担当教員（第一著者、第二著者）が各施設に依
頼をし、全学生のインターンシップ先を決定した。その後、学生にはインターンシップ事前指
導授業を行い、その際に学生用マッチングシートを実施した。事前指導の翌週に各園でオリエン
テーションが実施され、そこで学生から各施設の担当者に指導担当者用マッチングシートについ
て説明され、手渡された（なお、これ以前のタイミングで、インターンシップ担当教員から各施
設に電話で事前説明も行っていた）。その翌週よりインターンシップが開始され、週に 1 回、水
曜日に 6時間のインターンシップ実習が、半年間で計 10 回（2年生は教育実習期間を除く計 8回）
行われた。インターンシップ 5～7 週目にインターンシップ担当教員を含む学科教員が各園へ巡
回訪問し、その際に指導担当者用マッチングシートが回収された（その時点で未記入だった場合

は封筒を手渡し、郵送を依頼した）。回収された指導担当者用マッチングシートはインターン担
当教員から各学生に手渡された。10 回（8 回）のインターンシップが終了した翌週に事後指導授
業が行われ、その中でアンケート調査が行われた。

マッチングシートの作成　様々な企業で利用されているマッチングシート（ジョブジョイントお
おさか，2017）を参考にしながら、内容を保育分野に合うよう置き換える形で、インターンシッ
プ担当教員が作成した。企業におけるマッチングシートは、主にキャリア意思決定において動機
づけを促進する効果があることが示されている（大重，2012）。
　本研究で新たに作成したマッチングシートは、学生用（図 1）と指導担当者用（図 2）の 2 種
類であった。学生用では、「自身が希望する指導の傾向」「インターンシップにおいて特に経験し
てみたいこと・身につけたい力」「自身の得意なこと・苦手なこと」について、それぞれ 2～12
個の選択肢から選択する形式の質問と、最後に、それらの質問への回答をふまえた 1 年後の自分
自身の理想像を自由記述で書く項目からなった。「希望する指導の傾向」は、このマッチングシー
トを見た指導担当者が、学生が望む指導方法（その都度指導してほしい／時間をとってまとめて
指導してほしい、等）を知ることで、学生を指導しやすくなることを目的として設定された。「特
に経験してみたいこと・身につけたい力」では具体的な項目（ピアノ／読み聞かせ、等）を設け
ることで、指導担当者がインターンシップ中に学生自身にそれらへの挑戦を促しやすくなること
を目的として設定された。「得意なこと・苦手なこと」では、社会人基礎力（留学生支援ネッ
トワーク（2010）を参考にした）に挙げられる項目から選択させることで、指導担当者が学生の
自己評価を知った上で指導を行いやすくなることを目的として設定された。
　一方、指導担当者用マッチングシートでは、「学生に求める姿勢」「（基本的に）指導可能なタ
イミング」「学生時代に経験しておきたかったこと・身につけておきたかった力」「学生に学んで
ほしい指導担当者自身の特技」についての選択形式の問題と、インターンシップ生への一言を
自由記述で書く項目からなった。「学生に求める姿勢」は 3 位まで順位をつける形で記入し、
このマッチングシートを見た学生が自分に求められていること（誠実性／挨拶、等）を知るこ
とで、具体的な目標を立てやすくなることを目的として設定された。「指導可能なタイミング」
は、インターンシップに限らず実習においても特に 1 年生からよく相談のある「担当の先生にい
つ質問すれば良いのかが分からない」という問題を解決する手掛かりとなるよう設定された。「学
生時代に経験しておきたかったこと・身につけておきたかった力」「学生に学んでほしい指導担
当者自身の特技」は、「学生に求める姿勢」と同様に、学生が具体的な目標を立てるための手助
けとなるよう設定された。



　近年、子どもを取り巻く社会環境は急激に変化しており、保育者の役割はますます重要視され
ている。このような背景から、保育者を養成する大学（以下、「養成校」）においても、質の高い
保育者を育成することが強く求められている。

　そのような状況において、保育士養成課程等検討会（2010）は、「保育実習の長期化やインター
ンシップなども視野にいれた検討が望まれる。学生の保育現場への継続的かかわりによる実践知
の獲得は、就職へのモチベーションを高めることにもつながると考えられる」と指摘した。これ
を受け、本研究の対象である X 短期大学では 8 年前より、保育士や幼稚園教諭の資格取得に必
要な実習に加えて、長期インターンシップ実習（以下、「インターンシップ」）を独自に導入して
いる。このインターンシップでは、学生は 1 年間同じ保育所・幼稚園・認定こども園・施設に
おいて、週 1回の頻度で実習を行う。これによって、子どもとの関わり方や保育現場での実践的
な保育技術の習得を目指すと同時に、「一保育者」として責任を担いながら、社会人基礎力を培
うことを目的としている。すなわち、学生はインターンシップを通して保育者としての現場経験
を積み、保育者として成長し、実践的な場で状況を的確に認識し適切な判断を下す能力（実践知）
を得る。また、インターンシップでの失敗によって、学生自身が保育者として必要な素養や課題
を認識し、自主的に課題に取り組む姿勢を養うことにも繋がる。
　大嶋・芝田・玉川・中津（2023）では、このインターンシップの教育的効果について検討が行
われた。その結果、学生自身の意欲向上や成長実感のためには、学生が余裕を持った年間スケ
ジュールを立てられるような見直しの機会や、学生自身が見通しをもって学びを得られる機会が
必要であることが示された。一方、インターンシップを経験することが保育職に就くことへの意
欲に繋がっていない可能性が示唆されている。また、インターンシップを履修するかどうかと子
どもとの関わり方については考察されているが、保育者（指導担当者）との関わり方については
ほとんど検討されていない。
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　令和元年度の「指定保育士養成施設卒業者の内定先等に関する調査研究」（全国保育士養成協
議会，2020）によると、養成校の学生が保育職への就職を目指すことに決めた理由は「保育者に
なることが夢だった」が最も多く、全体の 8 割弱を占めている。一方、養成校の学生が保育職で
はなく一般職に就職する理由は「実習で保育をすることに自信を持てなかった」という回答が約
4 割を占めている。このことから、保育者になるという夢を抱いて養成校に入学した学生にとっ
て、実習中の経験が、最終的な「保育職への就職」という意思決定において重要な影響を与える
ことが示唆される。
　これについて、白石（2017）では、養成校での実習が学生の就職に影響を与える要因として、
「実習を通じて培われる実習生自身の技術や自信」および「実習先で出会う保育者との関わり」
が重要であることが指摘されている。具体的には、指導を受ける側の学生がどのように学び、技
術を身につけるか、またそれを自身に結びつけるプロセスや、指導を行う保育者との関係性が、
その後の進路選択において重要な要因として作用する可能性があるとされる。

　第一著者は、約 10 年間、保育現場で保育者として勤務し、実習指導や学生の育成、さらに若
手保育者の育成に携わってきた。その経験の中で、学生と現場の保育者の間に意識や意見の相違
が生じる場面を幾度も目にしてきた。
　現場の保育者にとって、多忙な保育業務の中で学生（実習生）の指導を行うことは、身体的・
精神的な負担を伴う。これは、学生がクラスに加わる期間には、通常の保育業務に加え、見えな
い部分での配慮を求められることが大きな理由であると考えられる。これは学生の日誌添削だけ
ではなく、例えば子どもが安全に過ごすために学生の行動を細やかに見守ることや、学生に保育
活動の補助を依頼する際の手順説明、その行動の目的や意図の共有なども必要であることが挙げ
られる。また、学生の状況や状態に応じて、無理をしていないか様子を見ながら声をかける等の
配慮も求められる。こういった状況において、余裕をもって学生を指導することは難しい場面が
多い。
　一方、学生にとっても、普段とは異なる環境で保育者の役割や視点、立場を理解することは容
易でなく、ストレスや負担感、不安感等を感じることは多い。例えば、学生が「一保育者」とし
て現場に馴染めるようにと配慮し保育者が行った指導は、学生にとっては過度な負担やストレス
となっているかもしれない。このような場合、学生は保育者の指導を受け入れにくい状況に陥る
こともある。逆に、学生の何気ない発言も、保育者にとってはその学生の保育者としての資質を
疑う要因となる場合もある。

　このような保育者と学生の間の認識のズレは、学生の学びや成長を阻害し、現場における教育
的効果を減少させる恐れがある。したがって、学ぶ意欲をもつ学生と、質の高い保育者を育成し
たいと考える保育者の双方の思いが円滑に共有されることは、学生が保育者として成長するため
に重要であると考えられる。

　本研究では、X短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的とした。その
ために「学生と実習先の効果的マッチングシート（以下、「マッチングシート」）」を作成し、そ
の効果を検証した。

　X 短期大学において、2024 年度にインターンシップ授業を履修している学生 54 名（1 年生
39 名、2 年生 15 名）を対象とし、全員に対して後述する学生用マッチングシートとアンケート
調査を実施した。また、54 名がインターンシップ実習を行う保育所・幼稚園・認定こども園・
施設の指導担当者 54 名全員に対して、後述する指導担当者用マッチングシートを実施した。ア
ンケート調査に関しては、事後指導授業に出席した53名（1年生38名、2年生15名）を対象とした。

調査の流れ　インターンシップを履修することを決めた学生は、まずインターンシップ先の種別
を選択した。それを基に、インターンシップ担当教員（第一著者、第二著者）が各施設に依
頼をし、全学生のインターンシップ先を決定した。その後、学生にはインターンシップ事前指
導授業を行い、その際に学生用マッチングシートを実施した。事前指導の翌週に各園でオリエン
テーションが実施され、そこで学生から各施設の担当者に指導担当者用マッチングシートについ
て説明され、手渡された（なお、これ以前のタイミングで、インターンシップ担当教員から各施
設に電話で事前説明も行っていた）。その翌週よりインターンシップが開始され、週に 1 回、水
曜日に 6時間のインターンシップ実習が、半年間で計 10 回（2年生は教育実習期間を除く計 8回）
行われた。インターンシップ 5～7 週目にインターンシップ担当教員を含む学科教員が各園へ巡
回訪問し、その際に指導担当者用マッチングシートが回収された（その時点で未記入だった場合

は封筒を手渡し、郵送を依頼した）。回収された指導担当者用マッチングシートはインターン担
当教員から各学生に手渡された。10 回（8 回）のインターンシップが終了した翌週に事後指導授
業が行われ、その中でアンケート調査が行われた。

マッチングシートの作成　様々な企業で利用されているマッチングシート（ジョブジョイントお
おさか，2017）を参考にしながら、内容を保育分野に合うよう置き換える形で、インターンシッ
プ担当教員が作成した。企業におけるマッチングシートは、主にキャリア意思決定において動機
づけを促進する効果があることが示されている（大重，2012）。
　本研究で新たに作成したマッチングシートは、学生用（図 1）と指導担当者用（図 2）の 2 種
類であった。学生用では、「自身が希望する指導の傾向」「インターンシップにおいて特に経験し
てみたいこと・身につけたい力」「自身の得意なこと・苦手なこと」について、それぞれ 2～12
個の選択肢から選択する形式の質問と、最後に、それらの質問への回答をふまえた 1 年後の自分
自身の理想像を自由記述で書く項目からなった。「希望する指導の傾向」は、このマッチングシー
トを見た指導担当者が、学生が望む指導方法（その都度指導してほしい／時間をとってまとめて
指導してほしい、等）を知ることで、学生を指導しやすくなることを目的として設定された。「特
に経験してみたいこと・身につけたい力」では具体的な項目（ピアノ／読み聞かせ、等）を設け
ることで、指導担当者がインターンシップ中に学生自身にそれらへの挑戦を促しやすくなること
を目的として設定された。「得意なこと・苦手なこと」では、社会人基礎力（留学生支援ネッ
トワーク（2010）を参考にした）に挙げられる項目から選択させることで、指導担当者が学生の
自己評価を知った上で指導を行いやすくなることを目的として設定された。
　一方、指導担当者用マッチングシートでは、「学生に求める姿勢」「（基本的に）指導可能なタ
イミング」「学生時代に経験しておきたかったこと・身につけておきたかった力」「学生に学んで
ほしい指導担当者自身の特技」についての選択形式の問題と、インターンシップ生への一言を
自由記述で書く項目からなった。「学生に求める姿勢」は 3 位まで順位をつける形で記入し、
このマッチングシートを見た学生が自分に求められていること（誠実性／挨拶、等）を知るこ
とで、具体的な目標を立てやすくなることを目的として設定された。「指導可能なタイミング」
は、インターンシップに限らず実習においても特に 1 年生からよく相談のある「担当の先生にい
つ質問すれば良いのかが分からない」という問題を解決する手掛かりとなるよう設定された。「学
生時代に経験しておきたかったこと・身につけておきたかった力」「学生に学んでほしい指導担
当者自身の特技」は、「学生に求める姿勢」と同様に、学生が具体的な目標を立てるための手助
けとなるよう設定された。

図1　学生と実習先の効果的マッチングシート（学生用）
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　学生用・指導担当者用の両方を作成したあと、可能な限り現場の指導担当者の回答負担を軽減
するため、現役園長兼教員である第三著者を通じて現役保育者の意見も反映させた上で、推敲を
重ね、完成させた。なお、指導担当者用マッチングシートには説明文を記載した表紙も含まれて
いた。

アンケート調査　Google Form を用いて調査を行った。調査項目には以下の 4 項目を含んだ：
（1）インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？
（1：とても不満～6：とても満足）、（2）その理由を教えてください（自由記述）、（3）アンケー
ト用紙 1）にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシップに対す
る意欲はどう変わりましたか？（1：とても意欲が下がった～5：とても意欲が上がった；変わら
なかった場合は 3 を選択）、（4）その理由を教えてください（自由記述）。なお、本研究以外の目
的のために、インターンシップで実施している日誌が学びに繋がった程度を尋ねる項目や、社会
人基礎力（留学生支援ネットワーク，2010）に対するインターンシップ前後の自己評価点を尋ね
る項目も含まれていた。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問への回答について、回答者 53 名全員の平
均値は 4.32 であった。この数値が「意欲は変わらない」を意味する 3 よりも高いと言えるかど
うかを調べるために t検定を行ったところ、有意に高かった（t [52] = 12.76, p < .00）。すなわち、
指導担当者用マッチングシートを学生が見るによって、インターンシップに対する意欲が向上し
たことが示された。
　その理由について、自由記述（巻末資料 1）を見ると「（学生に求める姿勢として挙げられた）
“素直さ”というのがよく分からなかったけれど自分の気持ちを具体的に伝えることができるよ
う努力しました」「（学生に求める姿勢として“挨拶”を挙げられたので）挨拶はしっかり大きい
声で恥ずかしがらずにやるようになった」など、やるべきことを具体化できたことが意欲向上に
繋がっていたと考えられる記述が 53 名中 29 名（1年 23 名、2年 6名）において見られた。また、
1 年生 4 名において「安心できた」という記述があり、不安感の軽減にもある程度繋がっていた
と考えられる。さらに、15名（ 1年生 12名、2年生 3名）が「褒めて頂いたことがとても嬉しかっ
たです」「子どもたちも大好きですと書いていて嬉しくて頑張ることが出来た」など、指導担当
者用マッチングシートの最後のコメント欄にポジティブな記述があったことや、「子どもだけで

図2　学生と実習先の効果的マッチングシート（指導担当者用）

なく、インターン生の自分のことをしっかり見てくれていた」など、保育者とのポジティブな関
係性を感じられたことが意欲に繋がったと答えていた。
　一方、「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インター
ンシップに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に、「意欲が上がった（5 または 4）」
と答えた学生の割合は、1 年生で 92.1％、2 年生で 73.3％であった。どちらも高い数値では
あるが、2年生よりも 1年生の方がマッチングシートの効果があった可能性がある。実際に、「意
欲は変わらなかった（3）」と答えた 2年生 4名のうち 3名はその理由として、「変わらずインター
ンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思っているかは分かっ
たが、モチベーションに繋がることはない」と回答していた。
　これらの結果から、マッチングシートは特に 1 年生において、学生の意欲を向上させるのに有
用だと考えられる。その際、マッチングシートの項目として特に重要なのは「学生に求める
姿勢」について尋ねる項目である。また、最後のコメント欄に担当保育者からのポジティブな
内容が書かれていることも、学生の意欲向上のためには重要かもしれない。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に対する回答と、「インターン先の先生の
指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」という質問に対する回答と
の間に相関関係があるかを調べるために、Spearman 順位相関係数の無相関検定を行った。その
結果、2つの数値の間には有意な相関が見られ（t [51] = 4.94, p < .00）、マッチングシートによっ
て意欲が向上した程度の高い学生ほど、保育者に対する満足度が高いことが示された。

　「インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」
という質問についての回答の平均値は 5.00 であった。割合で見ても、6 または 5 と答えた学生が
73.5％であり、インターンシップ先の指導担当者に対する満足度は全体としてかなり高いと言え
る。
　その理由について自由記述（巻末資料 2）を見ると、最も多いのは「一日の終わりに反省会を
設けてくださっていたのでその日に聞きたいことを解決できたから」「担任の先生だけではなく、
色々なクラスの先生が話しかけてくれて質問しやすい環境だから」「子どもたちが帰ったあと先
生が積極的に話してくれてその流れに乗って質問をすることが出来たから」など、質問をしやす
い環境があったことに関する記述であった。学生（特に 1 年生）は、現場の忙しさに圧倒されて

しまい、いくらマッチングシートで「いつでも質問してね」と伝えられていてもなかなか質問す
ることが出来ないことは多い。その中で保育者側から質問がないかを尋ねられたり、反省会の時
間を設けられたりすることは学生の満足に繋がるのだと考えられる。また、反対に満足度を 2 と
答えた学生 4 名（1 年生 3 名、2 年生 1 名）の自由記述を見ると、全員が「指導していただいた
ことがほとんどない」と回答していた。このことから、少なくともインターンシップを履修して
いる（比較的モチベーションの高い）学生に関しては、実習中に必要な指導や助言が十分に行わ
れず、「注意しない」「怒らない」といった「特別扱い」を受けているような状況はむしろ逆効果
であることが考えられる。 

　本研究は、X 短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的としていた。
そのために「学生と実習先の効果的マッチングシート」を作成し、その効果をアンケート調査を
もとに検証した。その結果、マッチングシートは学生のインターンシップに対する意欲を向上さ
せていたことが示され、この効果は特に 1 年生で顕著であることが示唆された。また、マッチン
グシートによって意欲が向上した程度の高い学生ほど、指導担当者に対する満足度が高いことが
示された。さらに、自由記述の結果から、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えら
れているかどうかが、指導担当者に対する満足度に繋がる可能性も示唆された。

　X 短期大学では、1・2 年生の両方が同じ時期（5 月）にインターンシップ実習を開始する。す
なわち、1 年生は入学してすぐに事前指導を数週間受け、オリエンテーションに赴いたあと、入
学の 1ヶ月後には学外実習が始まることになり、不安感がかなり大きくなることが予想される。
また、インターンシップが開始した直後には、現場の環境やそこでの自分の行動について、迷っ
たり悩みを持ったりする学生も多いだろう。そういった状況において、指導担当者からマッチン
グシートを通して自分がやるべきことを具体的に提示されることは、学生の不安感を減少させ、
その結果、学生の意欲を向上させたのではないかと考えられる。
　一方、2 年生においては 3 割近くが「マッチングシートによって意欲は向上しなかった」と回
答していた。今回調査対象とした 2 年生 15 名は、履修が選択制であるインターンシップを全員
が 2 年連続で履修しており、この時点で教育や保育に対する意欲は高いと考えられる。また、1
年生の間に経験したインターンシップ・教育実習・保育実習の中で、現場で求められる行動を予
想する力もある程度培われている。これらの「元から特に意欲の高い学生が多い」「学外実習に

対する不安感が 1 年生より低い」という理由から、マッチングシートの効果が感じられない学生
が多かったのではないかと思われる。実際に、2 年生の意欲向上に関する自由記述では「変わら
ずインターンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思ってい
るかは分かったが、モチベーションに繋がることはない」という回答が見られ、自分自身の力で
必要に応じた行動を取ったり、対処したりすることが可能な段階であることが推察された。その
ため、マッチングシートは具体的な目標を立てることには繋がったかもしれないが、そこから意
欲向上には繋がらなかったと予想される。
　しかしながら、指導担当者からの最後のコメント欄にポジティブな記述があることや、保育者
とのポジティブな関係性を感じられることは、1 年生と 2 年生の両方において、インターンシッ
プの意欲に繋がっていることが示唆されている。学生の努力を評価するコメントやポジティブな
フィードバックは、不安感の高低やモチベーションの高低に関わらず、学生の自己肯定感や居場
所意識、やりがいの醸成などに繋がるのかもしれない。また、不安感の高い学生においては、「自
分のことを見てくれている」「自分の良いところに気づけた」など、安心感にも繋がっているこ
とが考えられる。

　今回の結果においては、マッチングシートによる意欲向上と指導担当者への満足度との間には
有意な相関関係があることのみが示されており、意欲向上が満足度に繋がったのか、満足度が意
欲向上に繋がったのかは示されていない。これについては今後の課題であるが、自由記述の結果
から、少なくとも、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えられているかどうかが、
指導担当者への満足度に繋がることは示唆された。つまり、学生にとって指導担当者に質問をし
やすい環境は、指導担当者との円滑なコミュニケーションのための第一歩であり、そういった環
境が良好なコミュニケーションに繋がった結果として、指導担当者への満足度が上がったのかも
しれない。さらに、学生と指導担当者の間での円滑なコミュニケーションによって満足度が上
がった結果、学生のインターンシップに対する意欲が向上した可能性もある。今後、これらの
関係性が確かであるかを検討するための研究を行い、精査する必要があるだろう。

　本研究では、今年度のインターンシップ履修生を対象として、新たに作成したマッチングシー
トの効果を検討した。上述した通り、インターンシップの履修は選択制であり、例年の傾向では
あるものの、1 年生に比べると 2 年生の人数はかなり少ない。1 年生と 2 年生における効果の違
いを比較するためにも、今後、継続的にサンプル数を増やした上で分析を進めることが必要だろ

う。また、今回は 4 月から始まったインターンシップの 7 月末時点での学生の意見しか調査でき
ていない。インターンシップは 1 年間行われることが大きな特徴・利点であり（大嶋他，2023）、
1 年間を通した意欲の変化や保育者との関係性の構築について検討することは重要である。その
ために、1 年間のインターンシップ終了時のアンケート調査も引き続き行い、マッチングシート
の効果について、更なる分析・検討を行う必要があるだろう。
　また、マッチングシートにおける質問項目の内容について、今後改良を行う必要性も考えられ
る。特に 1 年生における不安感の軽減は、養成校だけでなく現場においても重要視される問題で
ある。そのため、学生用マッチングシートの中で、事前に「不安に感じていること」や「サポー
トしてほしいこと」を明確にしておくことは、実際の現場における指導場面でも有効であるかも
しれない。
　さらに、マッチングシートの実施方法についても更なる検討が必要である。今回、マッチング
シートを初めて使用するにあたり、事前にインターンシップ担当教員から各施設へ口頭での説明
を行い、協力を要請した。その後、指導担当者用マッチングシートの回収はインターンシップ担
当教員を含む学科教員が行い、インターンシップ担当教員から学生へ渡すという手順であった
が、施設によっては教員が回収する段階で未記入であったため郵送を依頼し、10 回（ 8 回）の
インターンシップが終了する直前に回収となった場合もあった。そのため、これらの施設でイ
ンターンシップを行う学生へのフィードバックが遅くなってしまい、意欲向上に繋がりにくく
なった可能性がある。今後は、マッチングシートの記入や回収の効率化のために、デジタルツー
ルを活用するなどの工夫が必要だろう。
　本研究では、マッチングシートの効果を検討する際に、学生のみを対象としていた。今後は各
施設の指導担当者に対しても調査を行い、その効果を検討する必要がある。今回のマッチン
グシート回収時に、一部の施設指導担当者から「時間的な負担はそれほど感じないが、（マッチ
ングシートを活用する）意図が分かりづらかった」との指摘があった。今後は、マッチングシー
トの活用意図について、より分かりやすく明確に周知するよう工夫しなければならない。一方で、
「学生の頑張りたい方向が見えやすく、こちら（指導担当者）が何を指導していけば良いかが分
かりやすかった。いつもは学生が求めている指導や何が分からないかが分からなかったため、助
かったし役立った」という意見もあった。学生の不安感だけでなく、インターンシップ先の指導
担当者の負担や悩みを軽減させるためにも、マッチングシートは有用である可能性がある。また、
第三著者が園長を務める保育園での実習において今回作成したマッチングシートを試用した際に
は、学生用のマッチングシートが学生への指導・学生とのコミュニケーションのみならず、指導
担当者の意識改善にも繋がったように感じられた。例えば、学生がマッチングシートに「特に絵
本の読み聞かせについて学びたい」と記述していた場合、指導担当者は学生に読み聞かせの機会
を与えたり、その後助言を行ったりするだけではなく、自身が読み聞かせを行う際にも「学生の
手本となるように」と意識し、指導担当者自身の保育への姿勢にも良い影響が与えられていた。

このように、今回作成したマッチングシートは学生だけでなく、指導担当者や若手保育者の人材
育成のためにも役立てられるかもしれない。これについても、今後検討する必要があるだろう。
　最後に、本研究では、マッチングシートの導入だけでは解決できない問題もあることが明らか
となった。今回作成したマッチングシートでは、「質問のタイミングが分からない」という学生
の悩みを解決するために、質問可能なタイミングを指導担当者から回答してもらう質問項目を設
けた。しかし、本研究の自由記述の結果からは、特に 1 年生において、指導のタイミングを提示
されるだけでは中々実際の質問の機会には結び付かず、指導担当者を含む保育者からの声掛けが
求められていることが分かった。もちろん、養成校側の事前指導として、現場の状況を想定でき
るようなシミュレーションを学生にさせたりすることは必要である。しかし、「質問がしづらい
環境」や「指導の不十分さ」がインターンシップの満足度に影響することからも、学生が質問し
やすい環境づくりを検討していくことは今後の課題といえよう。その際には、保育者側の負担が
過剰になりすぎないよう留意する必要がある。また、指導担当者からのポジティブな言葉掛け
や、するべきことを明確化するための助言は、学生の意欲向上や満足度に繋がる。週に 1 回、1
年間を通して同じ施設の同じクラスを担当することで学生と指導担当者間での関係性が深まり、
そこでの声掛けによって学生のモチベーションがさらに上がることは、インターンシップの理想
的な形である。これはまさに、保育士養成課程等検討会（2010）が指摘した、「インターンシッ
プが就職のモチベーションを高める」ことを示しているのではないだろうか。保育職を目指す学
生にとって、理想の保育者像が見つかることは、保育職への意欲を高める大きなきっかけとなる。
今後、インターンシップのみならず、教育実習・保育実習等でも、マッチングシートの効果を含
むこれらの結果を生かすことは、質の高い保育者を育成することに繋がるだろう。

注 1）学生やインターンシップ先に対しては、マッチングシートのことを「アンケート用紙」という名称で

説明していた。
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　学生用・指導担当者用の両方を作成したあと、可能な限り現場の指導担当者の回答負担を軽減
するため、現役園長兼教員である第三著者を通じて現役保育者の意見も反映させた上で、推敲を
重ね、完成させた。なお、指導担当者用マッチングシートには説明文を記載した表紙も含まれて
いた。

アンケート調査　Google Form を用いて調査を行った。調査項目には以下の 4 項目を含んだ：
（1）インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？
（1：とても不満～6：とても満足）、（2）その理由を教えてください（自由記述）、（3）アンケー
ト用紙 1）にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシップに対す
る意欲はどう変わりましたか？（1：とても意欲が下がった～5：とても意欲が上がった；変わら
なかった場合は 3 を選択）、（4）その理由を教えてください（自由記述）。なお、本研究以外の目
的のために、インターンシップで実施している日誌が学びに繋がった程度を尋ねる項目や、社会
人基礎力（留学生支援ネットワーク，2010）に対するインターンシップ前後の自己評価点を尋ね
る項目も含まれていた。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問への回答について、回答者 53 名全員の平
均値は 4.32 であった。この数値が「意欲は変わらない」を意味する 3 よりも高いと言えるかど
うかを調べるために t検定を行ったところ、有意に高かった（t [52] = 12.76, p < .00）。すなわち、
指導担当者用マッチングシートを学生が見るによって、インターンシップに対する意欲が向上し
たことが示された。
　その理由について、自由記述（巻末資料 1）を見ると「（学生に求める姿勢として挙げられた）
“素直さ”というのがよく分からなかったけれど自分の気持ちを具体的に伝えることができるよ
う努力しました」「（学生に求める姿勢として“挨拶”を挙げられたので）挨拶はしっかり大きい
声で恥ずかしがらずにやるようになった」など、やるべきことを具体化できたことが意欲向上に
繋がっていたと考えられる記述が 53 名中 29 名（1年 23 名、2年 6名）において見られた。また、
1 年生 4 名において「安心できた」という記述があり、不安感の軽減にもある程度繋がっていた
と考えられる。さらに、15名（ 1年生 12名、2年生 3名）が「褒めて頂いたことがとても嬉しかっ
たです」「子どもたちも大好きですと書いていて嬉しくて頑張ることが出来た」など、指導担当
者用マッチングシートの最後のコメント欄にポジティブな記述があったことや、「子どもだけで

なく、インターン生の自分のことをしっかり見てくれていた」など、保育者とのポジティブな関
係性を感じられたことが意欲に繋がったと答えていた。
　一方、「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インター
ンシップに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に、「意欲が上がった（5 または 4）」
と答えた学生の割合は、1 年生で 92.1％、2 年生で 73.3％であった。どちらも高い数値では
あるが、2年生よりも 1年生の方がマッチングシートの効果があった可能性がある。実際に、「意
欲は変わらなかった（3）」と答えた 2年生 4名のうち 3名はその理由として、「変わらずインター
ンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思っているかは分かっ
たが、モチベーションに繋がることはない」と回答していた。
　これらの結果から、マッチングシートは特に 1 年生において、学生の意欲を向上させるのに有
用だと考えられる。その際、マッチングシートの項目として特に重要なのは「学生に求める
姿勢」について尋ねる項目である。また、最後のコメント欄に担当保育者からのポジティブな
内容が書かれていることも、学生の意欲向上のためには重要かもしれない。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に対する回答と、「インターン先の先生の
指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」という質問に対する回答と
の間に相関関係があるかを調べるために、Spearman 順位相関係数の無相関検定を行った。その
結果、2つの数値の間には有意な相関が見られ（t [51] = 4.94, p < .00）、マッチングシートによっ
て意欲が向上した程度の高い学生ほど、保育者に対する満足度が高いことが示された。

　「インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」
という質問についての回答の平均値は 5.00 であった。割合で見ても、6 または 5 と答えた学生が
73.5％であり、インターンシップ先の指導担当者に対する満足度は全体としてかなり高いと言え
る。
　その理由について自由記述（巻末資料 2）を見ると、最も多いのは「一日の終わりに反省会を
設けてくださっていたのでその日に聞きたいことを解決できたから」「担任の先生だけではなく、
色々なクラスの先生が話しかけてくれて質問しやすい環境だから」「子どもたちが帰ったあと先
生が積極的に話してくれてその流れに乗って質問をすることが出来たから」など、質問をしやす
い環境があったことに関する記述であった。学生（特に 1 年生）は、現場の忙しさに圧倒されて

しまい、いくらマッチングシートで「いつでも質問してね」と伝えられていてもなかなか質問す
ることが出来ないことは多い。その中で保育者側から質問がないかを尋ねられたり、反省会の時
間を設けられたりすることは学生の満足に繋がるのだと考えられる。また、反対に満足度を 2 と
答えた学生 4 名（1 年生 3 名、2 年生 1 名）の自由記述を見ると、全員が「指導していただいた
ことがほとんどない」と回答していた。このことから、少なくともインターンシップを履修して
いる（比較的モチベーションの高い）学生に関しては、実習中に必要な指導や助言が十分に行わ
れず、「注意しない」「怒らない」といった「特別扱い」を受けているような状況はむしろ逆効果
であることが考えられる。 

　本研究は、X 短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的としていた。
そのために「学生と実習先の効果的マッチングシート」を作成し、その効果をアンケート調査を
もとに検証した。その結果、マッチングシートは学生のインターンシップに対する意欲を向上さ
せていたことが示され、この効果は特に 1 年生で顕著であることが示唆された。また、マッチン
グシートによって意欲が向上した程度の高い学生ほど、指導担当者に対する満足度が高いことが
示された。さらに、自由記述の結果から、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えら
れているかどうかが、指導担当者に対する満足度に繋がる可能性も示唆された。

　X 短期大学では、1・2 年生の両方が同じ時期（5 月）にインターンシップ実習を開始する。す
なわち、1 年生は入学してすぐに事前指導を数週間受け、オリエンテーションに赴いたあと、入
学の 1ヶ月後には学外実習が始まることになり、不安感がかなり大きくなることが予想される。
また、インターンシップが開始した直後には、現場の環境やそこでの自分の行動について、迷っ
たり悩みを持ったりする学生も多いだろう。そういった状況において、指導担当者からマッチン
グシートを通して自分がやるべきことを具体的に提示されることは、学生の不安感を減少させ、
その結果、学生の意欲を向上させたのではないかと考えられる。
　一方、2 年生においては 3 割近くが「マッチングシートによって意欲は向上しなかった」と回
答していた。今回調査対象とした 2 年生 15 名は、履修が選択制であるインターンシップを全員
が 2 年連続で履修しており、この時点で教育や保育に対する意欲は高いと考えられる。また、1
年生の間に経験したインターンシップ・教育実習・保育実習の中で、現場で求められる行動を予
想する力もある程度培われている。これらの「元から特に意欲の高い学生が多い」「学外実習に

対する不安感が 1 年生より低い」という理由から、マッチングシートの効果が感じられない学生
が多かったのではないかと思われる。実際に、2 年生の意欲向上に関する自由記述では「変わら
ずインターンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思ってい
るかは分かったが、モチベーションに繋がることはない」という回答が見られ、自分自身の力で
必要に応じた行動を取ったり、対処したりすることが可能な段階であることが推察された。その
ため、マッチングシートは具体的な目標を立てることには繋がったかもしれないが、そこから意
欲向上には繋がらなかったと予想される。
　しかしながら、指導担当者からの最後のコメント欄にポジティブな記述があることや、保育者
とのポジティブな関係性を感じられることは、1 年生と 2 年生の両方において、インターンシッ
プの意欲に繋がっていることが示唆されている。学生の努力を評価するコメントやポジティブな
フィードバックは、不安感の高低やモチベーションの高低に関わらず、学生の自己肯定感や居場
所意識、やりがいの醸成などに繋がるのかもしれない。また、不安感の高い学生においては、「自
分のことを見てくれている」「自分の良いところに気づけた」など、安心感にも繋がっているこ
とが考えられる。

　今回の結果においては、マッチングシートによる意欲向上と指導担当者への満足度との間には
有意な相関関係があることのみが示されており、意欲向上が満足度に繋がったのか、満足度が意
欲向上に繋がったのかは示されていない。これについては今後の課題であるが、自由記述の結果
から、少なくとも、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えられているかどうかが、
指導担当者への満足度に繋がることは示唆された。つまり、学生にとって指導担当者に質問をし
やすい環境は、指導担当者との円滑なコミュニケーションのための第一歩であり、そういった環
境が良好なコミュニケーションに繋がった結果として、指導担当者への満足度が上がったのかも
しれない。さらに、学生と指導担当者の間での円滑なコミュニケーションによって満足度が上
がった結果、学生のインターンシップに対する意欲が向上した可能性もある。今後、これらの
関係性が確かであるかを検討するための研究を行い、精査する必要があるだろう。

　本研究では、今年度のインターンシップ履修生を対象として、新たに作成したマッチングシー
トの効果を検討した。上述した通り、インターンシップの履修は選択制であり、例年の傾向では
あるものの、1 年生に比べると 2 年生の人数はかなり少ない。1 年生と 2 年生における効果の違
いを比較するためにも、今後、継続的にサンプル数を増やした上で分析を進めることが必要だろ

う。また、今回は 4 月から始まったインターンシップの 7 月末時点での学生の意見しか調査でき
ていない。インターンシップは 1 年間行われることが大きな特徴・利点であり（大嶋他，2023）、
1 年間を通した意欲の変化や保育者との関係性の構築について検討することは重要である。その
ために、1 年間のインターンシップ終了時のアンケート調査も引き続き行い、マッチングシート
の効果について、更なる分析・検討を行う必要があるだろう。
　また、マッチングシートにおける質問項目の内容について、今後改良を行う必要性も考えられ
る。特に 1 年生における不安感の軽減は、養成校だけでなく現場においても重要視される問題で
ある。そのため、学生用マッチングシートの中で、事前に「不安に感じていること」や「サポー
トしてほしいこと」を明確にしておくことは、実際の現場における指導場面でも有効であるかも
しれない。
　さらに、マッチングシートの実施方法についても更なる検討が必要である。今回、マッチング
シートを初めて使用するにあたり、事前にインターンシップ担当教員から各施設へ口頭での説明
を行い、協力を要請した。その後、指導担当者用マッチングシートの回収はインターンシップ担
当教員を含む学科教員が行い、インターンシップ担当教員から学生へ渡すという手順であった
が、施設によっては教員が回収する段階で未記入であったため郵送を依頼し、10 回（ 8 回）の
インターンシップが終了する直前に回収となった場合もあった。そのため、これらの施設でイ
ンターンシップを行う学生へのフィードバックが遅くなってしまい、意欲向上に繋がりにくく
なった可能性がある。今後は、マッチングシートの記入や回収の効率化のために、デジタルツー
ルを活用するなどの工夫が必要だろう。
　本研究では、マッチングシートの効果を検討する際に、学生のみを対象としていた。今後は各
施設の指導担当者に対しても調査を行い、その効果を検討する必要がある。今回のマッチン
グシート回収時に、一部の施設指導担当者から「時間的な負担はそれほど感じないが、（マッチ
ングシートを活用する）意図が分かりづらかった」との指摘があった。今後は、マッチングシー
トの活用意図について、より分かりやすく明確に周知するよう工夫しなければならない。一方で、
「学生の頑張りたい方向が見えやすく、こちら（指導担当者）が何を指導していけば良いかが分
かりやすかった。いつもは学生が求めている指導や何が分からないかが分からなかったため、助
かったし役立った」という意見もあった。学生の不安感だけでなく、インターンシップ先の指導
担当者の負担や悩みを軽減させるためにも、マッチングシートは有用である可能性がある。また、
第三著者が園長を務める保育園での実習において今回作成したマッチングシートを試用した際に
は、学生用のマッチングシートが学生への指導・学生とのコミュニケーションのみならず、指導
担当者の意識改善にも繋がったように感じられた。例えば、学生がマッチングシートに「特に絵
本の読み聞かせについて学びたい」と記述していた場合、指導担当者は学生に読み聞かせの機会
を与えたり、その後助言を行ったりするだけではなく、自身が読み聞かせを行う際にも「学生の
手本となるように」と意識し、指導担当者自身の保育への姿勢にも良い影響が与えられていた。

このように、今回作成したマッチングシートは学生だけでなく、指導担当者や若手保育者の人材
育成のためにも役立てられるかもしれない。これについても、今後検討する必要があるだろう。
　最後に、本研究では、マッチングシートの導入だけでは解決できない問題もあることが明らか
となった。今回作成したマッチングシートでは、「質問のタイミングが分からない」という学生
の悩みを解決するために、質問可能なタイミングを指導担当者から回答してもらう質問項目を設
けた。しかし、本研究の自由記述の結果からは、特に 1 年生において、指導のタイミングを提示
されるだけでは中々実際の質問の機会には結び付かず、指導担当者を含む保育者からの声掛けが
求められていることが分かった。もちろん、養成校側の事前指導として、現場の状況を想定でき
るようなシミュレーションを学生にさせたりすることは必要である。しかし、「質問がしづらい
環境」や「指導の不十分さ」がインターンシップの満足度に影響することからも、学生が質問し
やすい環境づくりを検討していくことは今後の課題といえよう。その際には、保育者側の負担が
過剰になりすぎないよう留意する必要がある。また、指導担当者からのポジティブな言葉掛け
や、するべきことを明確化するための助言は、学生の意欲向上や満足度に繋がる。週に 1 回、1
年間を通して同じ施設の同じクラスを担当することで学生と指導担当者間での関係性が深まり、
そこでの声掛けによって学生のモチベーションがさらに上がることは、インターンシップの理想
的な形である。これはまさに、保育士養成課程等検討会（2010）が指摘した、「インターンシッ
プが就職のモチベーションを高める」ことを示しているのではないだろうか。保育職を目指す学
生にとって、理想の保育者像が見つかることは、保育職への意欲を高める大きなきっかけとなる。
今後、インターンシップのみならず、教育実習・保育実習等でも、マッチングシートの効果を含
むこれらの結果を生かすことは、質の高い保育者を育成することに繋がるだろう。

注 1）学生やインターンシップ先に対しては、マッチングシートのことを「アンケート用紙」という名称で

説明していた。
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　マッチングシートはインターンシップに対する意欲向上に繋がったか？

【結果】



「学生と実習先の効果的マッチングシート」の作成と検討
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　学生用・指導担当者用の両方を作成したあと、可能な限り現場の指導担当者の回答負担を軽減
するため、現役園長兼教員である第三著者を通じて現役保育者の意見も反映させた上で、推敲を
重ね、完成させた。なお、指導担当者用マッチングシートには説明文を記載した表紙も含まれて
いた。

アンケート調査　Google Form を用いて調査を行った。調査項目には以下の 4 項目を含んだ：
（1）インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？
（1：とても不満～6：とても満足）、（2）その理由を教えてください（自由記述）、（3）アンケー
ト用紙 1）にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシップに対す
る意欲はどう変わりましたか？（1：とても意欲が下がった～5：とても意欲が上がった；変わら
なかった場合は 3 を選択）、（4）その理由を教えてください（自由記述）。なお、本研究以外の目
的のために、インターンシップで実施している日誌が学びに繋がった程度を尋ねる項目や、社会
人基礎力（留学生支援ネットワーク，2010）に対するインターンシップ前後の自己評価点を尋ね
る項目も含まれていた。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問への回答について、回答者 53 名全員の平
均値は 4.32 であった。この数値が「意欲は変わらない」を意味する 3 よりも高いと言えるかど
うかを調べるために t検定を行ったところ、有意に高かった（t [52] = 12.76, p < .00）。すなわち、
指導担当者用マッチングシートを学生が見るによって、インターンシップに対する意欲が向上し
たことが示された。
　その理由について、自由記述（巻末資料 1）を見ると「（学生に求める姿勢として挙げられた）
“素直さ”というのがよく分からなかったけれど自分の気持ちを具体的に伝えることができるよ
う努力しました」「（学生に求める姿勢として“挨拶”を挙げられたので）挨拶はしっかり大きい
声で恥ずかしがらずにやるようになった」など、やるべきことを具体化できたことが意欲向上に
繋がっていたと考えられる記述が 53 名中 29 名（1年 23 名、2年 6名）において見られた。また、
1 年生 4 名において「安心できた」という記述があり、不安感の軽減にもある程度繋がっていた
と考えられる。さらに、15名（ 1年生 12名、2年生 3名）が「褒めて頂いたことがとても嬉しかっ
たです」「子どもたちも大好きですと書いていて嬉しくて頑張ることが出来た」など、指導担当
者用マッチングシートの最後のコメント欄にポジティブな記述があったことや、「子どもだけで

なく、インターン生の自分のことをしっかり見てくれていた」など、保育者とのポジティブな関
係性を感じられたことが意欲に繋がったと答えていた。
　一方、「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インター
ンシップに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に、「意欲が上がった（5 または 4）」
と答えた学生の割合は、1 年生で 92.1％、2 年生で 73.3％であった。どちらも高い数値では
あるが、2年生よりも 1年生の方がマッチングシートの効果があった可能性がある。実際に、「意
欲は変わらなかった（3）」と答えた 2年生 4名のうち 3名はその理由として、「変わらずインター
ンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思っているかは分かっ
たが、モチベーションに繋がることはない」と回答していた。
　これらの結果から、マッチングシートは特に 1 年生において、学生の意欲を向上させるのに有
用だと考えられる。その際、マッチングシートの項目として特に重要なのは「学生に求める
姿勢」について尋ねる項目である。また、最後のコメント欄に担当保育者からのポジティブな
内容が書かれていることも、学生の意欲向上のためには重要かもしれない。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に対する回答と、「インターン先の先生の
指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」という質問に対する回答と
の間に相関関係があるかを調べるために、Spearman 順位相関係数の無相関検定を行った。その
結果、2つの数値の間には有意な相関が見られ（t [51] = 4.94, p < .00）、マッチングシートによっ
て意欲が向上した程度の高い学生ほど、保育者に対する満足度が高いことが示された。

　「インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」
という質問についての回答の平均値は 5.00 であった。割合で見ても、6 または 5 と答えた学生が
73.5％であり、インターンシップ先の指導担当者に対する満足度は全体としてかなり高いと言え
る。
　その理由について自由記述（巻末資料 2）を見ると、最も多いのは「一日の終わりに反省会を
設けてくださっていたのでその日に聞きたいことを解決できたから」「担任の先生だけではなく、
色々なクラスの先生が話しかけてくれて質問しやすい環境だから」「子どもたちが帰ったあと先
生が積極的に話してくれてその流れに乗って質問をすることが出来たから」など、質問をしやす
い環境があったことに関する記述であった。学生（特に 1 年生）は、現場の忙しさに圧倒されて

しまい、いくらマッチングシートで「いつでも質問してね」と伝えられていてもなかなか質問す
ることが出来ないことは多い。その中で保育者側から質問がないかを尋ねられたり、反省会の時
間を設けられたりすることは学生の満足に繋がるのだと考えられる。また、反対に満足度を 2 と
答えた学生 4 名（1 年生 3 名、2 年生 1 名）の自由記述を見ると、全員が「指導していただいた
ことがほとんどない」と回答していた。このことから、少なくともインターンシップを履修して
いる（比較的モチベーションの高い）学生に関しては、実習中に必要な指導や助言が十分に行わ
れず、「注意しない」「怒らない」といった「特別扱い」を受けているような状況はむしろ逆効果
であることが考えられる。 

　本研究は、X 短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的としていた。
そのために「学生と実習先の効果的マッチングシート」を作成し、その効果をアンケート調査を
もとに検証した。その結果、マッチングシートは学生のインターンシップに対する意欲を向上さ
せていたことが示され、この効果は特に 1 年生で顕著であることが示唆された。また、マッチン
グシートによって意欲が向上した程度の高い学生ほど、指導担当者に対する満足度が高いことが
示された。さらに、自由記述の結果から、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えら
れているかどうかが、指導担当者に対する満足度に繋がる可能性も示唆された。

　X 短期大学では、1・2 年生の両方が同じ時期（5 月）にインターンシップ実習を開始する。す
なわち、1 年生は入学してすぐに事前指導を数週間受け、オリエンテーションに赴いたあと、入
学の 1ヶ月後には学外実習が始まることになり、不安感がかなり大きくなることが予想される。
また、インターンシップが開始した直後には、現場の環境やそこでの自分の行動について、迷っ
たり悩みを持ったりする学生も多いだろう。そういった状況において、指導担当者からマッチン
グシートを通して自分がやるべきことを具体的に提示されることは、学生の不安感を減少させ、
その結果、学生の意欲を向上させたのではないかと考えられる。
　一方、2 年生においては 3 割近くが「マッチングシートによって意欲は向上しなかった」と回
答していた。今回調査対象とした 2 年生 15 名は、履修が選択制であるインターンシップを全員
が 2 年連続で履修しており、この時点で教育や保育に対する意欲は高いと考えられる。また、1
年生の間に経験したインターンシップ・教育実習・保育実習の中で、現場で求められる行動を予
想する力もある程度培われている。これらの「元から特に意欲の高い学生が多い」「学外実習に

対する不安感が 1 年生より低い」という理由から、マッチングシートの効果が感じられない学生
が多かったのではないかと思われる。実際に、2 年生の意欲向上に関する自由記述では「変わら
ずインターンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思ってい
るかは分かったが、モチベーションに繋がることはない」という回答が見られ、自分自身の力で
必要に応じた行動を取ったり、対処したりすることが可能な段階であることが推察された。その
ため、マッチングシートは具体的な目標を立てることには繋がったかもしれないが、そこから意
欲向上には繋がらなかったと予想される。
　しかしながら、指導担当者からの最後のコメント欄にポジティブな記述があることや、保育者
とのポジティブな関係性を感じられることは、1 年生と 2 年生の両方において、インターンシッ
プの意欲に繋がっていることが示唆されている。学生の努力を評価するコメントやポジティブな
フィードバックは、不安感の高低やモチベーションの高低に関わらず、学生の自己肯定感や居場
所意識、やりがいの醸成などに繋がるのかもしれない。また、不安感の高い学生においては、「自
分のことを見てくれている」「自分の良いところに気づけた」など、安心感にも繋がっているこ
とが考えられる。

　今回の結果においては、マッチングシートによる意欲向上と指導担当者への満足度との間には
有意な相関関係があることのみが示されており、意欲向上が満足度に繋がったのか、満足度が意
欲向上に繋がったのかは示されていない。これについては今後の課題であるが、自由記述の結果
から、少なくとも、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えられているかどうかが、
指導担当者への満足度に繋がることは示唆された。つまり、学生にとって指導担当者に質問をし
やすい環境は、指導担当者との円滑なコミュニケーションのための第一歩であり、そういった環
境が良好なコミュニケーションに繋がった結果として、指導担当者への満足度が上がったのかも
しれない。さらに、学生と指導担当者の間での円滑なコミュニケーションによって満足度が上
がった結果、学生のインターンシップに対する意欲が向上した可能性もある。今後、これらの
関係性が確かであるかを検討するための研究を行い、精査する必要があるだろう。

　本研究では、今年度のインターンシップ履修生を対象として、新たに作成したマッチングシー
トの効果を検討した。上述した通り、インターンシップの履修は選択制であり、例年の傾向では
あるものの、1 年生に比べると 2 年生の人数はかなり少ない。1 年生と 2 年生における効果の違
いを比較するためにも、今後、継続的にサンプル数を増やした上で分析を進めることが必要だろ

う。また、今回は 4 月から始まったインターンシップの 7 月末時点での学生の意見しか調査でき
ていない。インターンシップは 1 年間行われることが大きな特徴・利点であり（大嶋他，2023）、
1 年間を通した意欲の変化や保育者との関係性の構築について検討することは重要である。その
ために、1 年間のインターンシップ終了時のアンケート調査も引き続き行い、マッチングシート
の効果について、更なる分析・検討を行う必要があるだろう。
　また、マッチングシートにおける質問項目の内容について、今後改良を行う必要性も考えられ
る。特に 1 年生における不安感の軽減は、養成校だけでなく現場においても重要視される問題で
ある。そのため、学生用マッチングシートの中で、事前に「不安に感じていること」や「サポー
トしてほしいこと」を明確にしておくことは、実際の現場における指導場面でも有効であるかも
しれない。
　さらに、マッチングシートの実施方法についても更なる検討が必要である。今回、マッチング
シートを初めて使用するにあたり、事前にインターンシップ担当教員から各施設へ口頭での説明
を行い、協力を要請した。その後、指導担当者用マッチングシートの回収はインターンシップ担
当教員を含む学科教員が行い、インターンシップ担当教員から学生へ渡すという手順であった
が、施設によっては教員が回収する段階で未記入であったため郵送を依頼し、10 回（ 8 回）の
インターンシップが終了する直前に回収となった場合もあった。そのため、これらの施設でイ
ンターンシップを行う学生へのフィードバックが遅くなってしまい、意欲向上に繋がりにくく
なった可能性がある。今後は、マッチングシートの記入や回収の効率化のために、デジタルツー
ルを活用するなどの工夫が必要だろう。
　本研究では、マッチングシートの効果を検討する際に、学生のみを対象としていた。今後は各
施設の指導担当者に対しても調査を行い、その効果を検討する必要がある。今回のマッチン
グシート回収時に、一部の施設指導担当者から「時間的な負担はそれほど感じないが、（マッチ
ングシートを活用する）意図が分かりづらかった」との指摘があった。今後は、マッチングシー
トの活用意図について、より分かりやすく明確に周知するよう工夫しなければならない。一方で、
「学生の頑張りたい方向が見えやすく、こちら（指導担当者）が何を指導していけば良いかが分
かりやすかった。いつもは学生が求めている指導や何が分からないかが分からなかったため、助
かったし役立った」という意見もあった。学生の不安感だけでなく、インターンシップ先の指導
担当者の負担や悩みを軽減させるためにも、マッチングシートは有用である可能性がある。また、
第三著者が園長を務める保育園での実習において今回作成したマッチングシートを試用した際に
は、学生用のマッチングシートが学生への指導・学生とのコミュニケーションのみならず、指導
担当者の意識改善にも繋がったように感じられた。例えば、学生がマッチングシートに「特に絵
本の読み聞かせについて学びたい」と記述していた場合、指導担当者は学生に読み聞かせの機会
を与えたり、その後助言を行ったりするだけではなく、自身が読み聞かせを行う際にも「学生の
手本となるように」と意識し、指導担当者自身の保育への姿勢にも良い影響が与えられていた。

このように、今回作成したマッチングシートは学生だけでなく、指導担当者や若手保育者の人材
育成のためにも役立てられるかもしれない。これについても、今後検討する必要があるだろう。
　最後に、本研究では、マッチングシートの導入だけでは解決できない問題もあることが明らか
となった。今回作成したマッチングシートでは、「質問のタイミングが分からない」という学生
の悩みを解決するために、質問可能なタイミングを指導担当者から回答してもらう質問項目を設
けた。しかし、本研究の自由記述の結果からは、特に 1 年生において、指導のタイミングを提示
されるだけでは中々実際の質問の機会には結び付かず、指導担当者を含む保育者からの声掛けが
求められていることが分かった。もちろん、養成校側の事前指導として、現場の状況を想定でき
るようなシミュレーションを学生にさせたりすることは必要である。しかし、「質問がしづらい
環境」や「指導の不十分さ」がインターンシップの満足度に影響することからも、学生が質問し
やすい環境づくりを検討していくことは今後の課題といえよう。その際には、保育者側の負担が
過剰になりすぎないよう留意する必要がある。また、指導担当者からのポジティブな言葉掛け
や、するべきことを明確化するための助言は、学生の意欲向上や満足度に繋がる。週に 1 回、1
年間を通して同じ施設の同じクラスを担当することで学生と指導担当者間での関係性が深まり、
そこでの声掛けによって学生のモチベーションがさらに上がることは、インターンシップの理想
的な形である。これはまさに、保育士養成課程等検討会（2010）が指摘した、「インターンシッ
プが就職のモチベーションを高める」ことを示しているのではないだろうか。保育職を目指す学
生にとって、理想の保育者像が見つかることは、保育職への意欲を高める大きなきっかけとなる。
今後、インターンシップのみならず、教育実習・保育実習等でも、マッチングシートの効果を含
むこれらの結果を生かすことは、質の高い保育者を育成することに繋がるだろう。

注 1）学生やインターンシップ先に対しては、マッチングシートのことを「アンケート用紙」という名称で

説明していた。
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　マッチングシートと指導担当者に対する満足度の関係

　指導担当者に対する満足度に影響する要因
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　学生用・指導担当者用の両方を作成したあと、可能な限り現場の指導担当者の回答負担を軽減
するため、現役園長兼教員である第三著者を通じて現役保育者の意見も反映させた上で、推敲を
重ね、完成させた。なお、指導担当者用マッチングシートには説明文を記載した表紙も含まれて
いた。

アンケート調査　Google Form を用いて調査を行った。調査項目には以下の 4 項目を含んだ：
（1）インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？
（1：とても不満～6：とても満足）、（2）その理由を教えてください（自由記述）、（3）アンケー
ト用紙 1）にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシップに対す
る意欲はどう変わりましたか？（1：とても意欲が下がった～5：とても意欲が上がった；変わら
なかった場合は 3 を選択）、（4）その理由を教えてください（自由記述）。なお、本研究以外の目
的のために、インターンシップで実施している日誌が学びに繋がった程度を尋ねる項目や、社会
人基礎力（留学生支援ネットワーク，2010）に対するインターンシップ前後の自己評価点を尋ね
る項目も含まれていた。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問への回答について、回答者 53 名全員の平
均値は 4.32 であった。この数値が「意欲は変わらない」を意味する 3 よりも高いと言えるかど
うかを調べるために t検定を行ったところ、有意に高かった（t [52] = 12.76, p < .00）。すなわち、
指導担当者用マッチングシートを学生が見るによって、インターンシップに対する意欲が向上し
たことが示された。
　その理由について、自由記述（巻末資料 1）を見ると「（学生に求める姿勢として挙げられた）
“素直さ”というのがよく分からなかったけれど自分の気持ちを具体的に伝えることができるよ
う努力しました」「（学生に求める姿勢として“挨拶”を挙げられたので）挨拶はしっかり大きい
声で恥ずかしがらずにやるようになった」など、やるべきことを具体化できたことが意欲向上に
繋がっていたと考えられる記述が 53 名中 29 名（1年 23 名、2年 6名）において見られた。また、
1 年生 4 名において「安心できた」という記述があり、不安感の軽減にもある程度繋がっていた
と考えられる。さらに、15名（ 1年生 12名、2年生 3名）が「褒めて頂いたことがとても嬉しかっ
たです」「子どもたちも大好きですと書いていて嬉しくて頑張ることが出来た」など、指導担当
者用マッチングシートの最後のコメント欄にポジティブな記述があったことや、「子どもだけで

なく、インターン生の自分のことをしっかり見てくれていた」など、保育者とのポジティブな関
係性を感じられたことが意欲に繋がったと答えていた。
　一方、「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インター
ンシップに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に、「意欲が上がった（5 または 4）」
と答えた学生の割合は、1 年生で 92.1％、2 年生で 73.3％であった。どちらも高い数値では
あるが、2年生よりも 1年生の方がマッチングシートの効果があった可能性がある。実際に、「意
欲は変わらなかった（3）」と答えた 2年生 4名のうち 3名はその理由として、「変わらずインター
ンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思っているかは分かっ
たが、モチベーションに繋がることはない」と回答していた。
　これらの結果から、マッチングシートは特に 1 年生において、学生の意欲を向上させるのに有
用だと考えられる。その際、マッチングシートの項目として特に重要なのは「学生に求める
姿勢」について尋ねる項目である。また、最後のコメント欄に担当保育者からのポジティブな
内容が書かれていることも、学生の意欲向上のためには重要かもしれない。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に対する回答と、「インターン先の先生の
指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」という質問に対する回答と
の間に相関関係があるかを調べるために、Spearman 順位相関係数の無相関検定を行った。その
結果、2つの数値の間には有意な相関が見られ（t [51] = 4.94, p < .00）、マッチングシートによっ
て意欲が向上した程度の高い学生ほど、保育者に対する満足度が高いことが示された。

　「インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」
という質問についての回答の平均値は 5.00 であった。割合で見ても、6 または 5 と答えた学生が
73.5％であり、インターンシップ先の指導担当者に対する満足度は全体としてかなり高いと言え
る。
　その理由について自由記述（巻末資料 2）を見ると、最も多いのは「一日の終わりに反省会を
設けてくださっていたのでその日に聞きたいことを解決できたから」「担任の先生だけではなく、
色々なクラスの先生が話しかけてくれて質問しやすい環境だから」「子どもたちが帰ったあと先
生が積極的に話してくれてその流れに乗って質問をすることが出来たから」など、質問をしやす
い環境があったことに関する記述であった。学生（特に 1 年生）は、現場の忙しさに圧倒されて

しまい、いくらマッチングシートで「いつでも質問してね」と伝えられていてもなかなか質問す
ることが出来ないことは多い。その中で保育者側から質問がないかを尋ねられたり、反省会の時
間を設けられたりすることは学生の満足に繋がるのだと考えられる。また、反対に満足度を 2 と
答えた学生 4 名（1 年生 3 名、2 年生 1 名）の自由記述を見ると、全員が「指導していただいた
ことがほとんどない」と回答していた。このことから、少なくともインターンシップを履修して
いる（比較的モチベーションの高い）学生に関しては、実習中に必要な指導や助言が十分に行わ
れず、「注意しない」「怒らない」といった「特別扱い」を受けているような状況はむしろ逆効果
であることが考えられる。 

　本研究は、X 短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的としていた。
そのために「学生と実習先の効果的マッチングシート」を作成し、その効果をアンケート調査を
もとに検証した。その結果、マッチングシートは学生のインターンシップに対する意欲を向上さ
せていたことが示され、この効果は特に 1 年生で顕著であることが示唆された。また、マッチン
グシートによって意欲が向上した程度の高い学生ほど、指導担当者に対する満足度が高いことが
示された。さらに、自由記述の結果から、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えら
れているかどうかが、指導担当者に対する満足度に繋がる可能性も示唆された。

　X 短期大学では、1・2 年生の両方が同じ時期（5 月）にインターンシップ実習を開始する。す
なわち、1 年生は入学してすぐに事前指導を数週間受け、オリエンテーションに赴いたあと、入
学の 1ヶ月後には学外実習が始まることになり、不安感がかなり大きくなることが予想される。
また、インターンシップが開始した直後には、現場の環境やそこでの自分の行動について、迷っ
たり悩みを持ったりする学生も多いだろう。そういった状況において、指導担当者からマッチン
グシートを通して自分がやるべきことを具体的に提示されることは、学生の不安感を減少させ、
その結果、学生の意欲を向上させたのではないかと考えられる。
　一方、2 年生においては 3 割近くが「マッチングシートによって意欲は向上しなかった」と回
答していた。今回調査対象とした 2 年生 15 名は、履修が選択制であるインターンシップを全員
が 2 年連続で履修しており、この時点で教育や保育に対する意欲は高いと考えられる。また、1
年生の間に経験したインターンシップ・教育実習・保育実習の中で、現場で求められる行動を予
想する力もある程度培われている。これらの「元から特に意欲の高い学生が多い」「学外実習に

対する不安感が 1 年生より低い」という理由から、マッチングシートの効果が感じられない学生
が多かったのではないかと思われる。実際に、2 年生の意欲向上に関する自由記述では「変わら
ずインターンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思ってい
るかは分かったが、モチベーションに繋がることはない」という回答が見られ、自分自身の力で
必要に応じた行動を取ったり、対処したりすることが可能な段階であることが推察された。その
ため、マッチングシートは具体的な目標を立てることには繋がったかもしれないが、そこから意
欲向上には繋がらなかったと予想される。
　しかしながら、指導担当者からの最後のコメント欄にポジティブな記述があることや、保育者
とのポジティブな関係性を感じられることは、1 年生と 2 年生の両方において、インターンシッ
プの意欲に繋がっていることが示唆されている。学生の努力を評価するコメントやポジティブな
フィードバックは、不安感の高低やモチベーションの高低に関わらず、学生の自己肯定感や居場
所意識、やりがいの醸成などに繋がるのかもしれない。また、不安感の高い学生においては、「自
分のことを見てくれている」「自分の良いところに気づけた」など、安心感にも繋がっているこ
とが考えられる。

　今回の結果においては、マッチングシートによる意欲向上と指導担当者への満足度との間には
有意な相関関係があることのみが示されており、意欲向上が満足度に繋がったのか、満足度が意
欲向上に繋がったのかは示されていない。これについては今後の課題であるが、自由記述の結果
から、少なくとも、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えられているかどうかが、
指導担当者への満足度に繋がることは示唆された。つまり、学生にとって指導担当者に質問をし
やすい環境は、指導担当者との円滑なコミュニケーションのための第一歩であり、そういった環
境が良好なコミュニケーションに繋がった結果として、指導担当者への満足度が上がったのかも
しれない。さらに、学生と指導担当者の間での円滑なコミュニケーションによって満足度が上
がった結果、学生のインターンシップに対する意欲が向上した可能性もある。今後、これらの
関係性が確かであるかを検討するための研究を行い、精査する必要があるだろう。

　本研究では、今年度のインターンシップ履修生を対象として、新たに作成したマッチングシー
トの効果を検討した。上述した通り、インターンシップの履修は選択制であり、例年の傾向では
あるものの、1 年生に比べると 2 年生の人数はかなり少ない。1 年生と 2 年生における効果の違
いを比較するためにも、今後、継続的にサンプル数を増やした上で分析を進めることが必要だろ

う。また、今回は 4 月から始まったインターンシップの 7 月末時点での学生の意見しか調査でき
ていない。インターンシップは 1 年間行われることが大きな特徴・利点であり（大嶋他，2023）、
1 年間を通した意欲の変化や保育者との関係性の構築について検討することは重要である。その
ために、1 年間のインターンシップ終了時のアンケート調査も引き続き行い、マッチングシート
の効果について、更なる分析・検討を行う必要があるだろう。
　また、マッチングシートにおける質問項目の内容について、今後改良を行う必要性も考えられ
る。特に 1 年生における不安感の軽減は、養成校だけでなく現場においても重要視される問題で
ある。そのため、学生用マッチングシートの中で、事前に「不安に感じていること」や「サポー
トしてほしいこと」を明確にしておくことは、実際の現場における指導場面でも有効であるかも
しれない。
　さらに、マッチングシートの実施方法についても更なる検討が必要である。今回、マッチング
シートを初めて使用するにあたり、事前にインターンシップ担当教員から各施設へ口頭での説明
を行い、協力を要請した。その後、指導担当者用マッチングシートの回収はインターンシップ担
当教員を含む学科教員が行い、インターンシップ担当教員から学生へ渡すという手順であった
が、施設によっては教員が回収する段階で未記入であったため郵送を依頼し、10 回（ 8 回）の
インターンシップが終了する直前に回収となった場合もあった。そのため、これらの施設でイ
ンターンシップを行う学生へのフィードバックが遅くなってしまい、意欲向上に繋がりにくく
なった可能性がある。今後は、マッチングシートの記入や回収の効率化のために、デジタルツー
ルを活用するなどの工夫が必要だろう。
　本研究では、マッチングシートの効果を検討する際に、学生のみを対象としていた。今後は各
施設の指導担当者に対しても調査を行い、その効果を検討する必要がある。今回のマッチン
グシート回収時に、一部の施設指導担当者から「時間的な負担はそれほど感じないが、（マッチ
ングシートを活用する）意図が分かりづらかった」との指摘があった。今後は、マッチングシー
トの活用意図について、より分かりやすく明確に周知するよう工夫しなければならない。一方で、
「学生の頑張りたい方向が見えやすく、こちら（指導担当者）が何を指導していけば良いかが分
かりやすかった。いつもは学生が求めている指導や何が分からないかが分からなかったため、助
かったし役立った」という意見もあった。学生の不安感だけでなく、インターンシップ先の指導
担当者の負担や悩みを軽減させるためにも、マッチングシートは有用である可能性がある。また、
第三著者が園長を務める保育園での実習において今回作成したマッチングシートを試用した際に
は、学生用のマッチングシートが学生への指導・学生とのコミュニケーションのみならず、指導
担当者の意識改善にも繋がったように感じられた。例えば、学生がマッチングシートに「特に絵
本の読み聞かせについて学びたい」と記述していた場合、指導担当者は学生に読み聞かせの機会
を与えたり、その後助言を行ったりするだけではなく、自身が読み聞かせを行う際にも「学生の
手本となるように」と意識し、指導担当者自身の保育への姿勢にも良い影響が与えられていた。

このように、今回作成したマッチングシートは学生だけでなく、指導担当者や若手保育者の人材
育成のためにも役立てられるかもしれない。これについても、今後検討する必要があるだろう。
　最後に、本研究では、マッチングシートの導入だけでは解決できない問題もあることが明らか
となった。今回作成したマッチングシートでは、「質問のタイミングが分からない」という学生
の悩みを解決するために、質問可能なタイミングを指導担当者から回答してもらう質問項目を設
けた。しかし、本研究の自由記述の結果からは、特に 1 年生において、指導のタイミングを提示
されるだけでは中々実際の質問の機会には結び付かず、指導担当者を含む保育者からの声掛けが
求められていることが分かった。もちろん、養成校側の事前指導として、現場の状況を想定でき
るようなシミュレーションを学生にさせたりすることは必要である。しかし、「質問がしづらい
環境」や「指導の不十分さ」がインターンシップの満足度に影響することからも、学生が質問し
やすい環境づくりを検討していくことは今後の課題といえよう。その際には、保育者側の負担が
過剰になりすぎないよう留意する必要がある。また、指導担当者からのポジティブな言葉掛け
や、するべきことを明確化するための助言は、学生の意欲向上や満足度に繋がる。週に 1 回、1
年間を通して同じ施設の同じクラスを担当することで学生と指導担当者間での関係性が深まり、
そこでの声掛けによって学生のモチベーションがさらに上がることは、インターンシップの理想
的な形である。これはまさに、保育士養成課程等検討会（2010）が指摘した、「インターンシッ
プが就職のモチベーションを高める」ことを示しているのではないだろうか。保育職を目指す学
生にとって、理想の保育者像が見つかることは、保育職への意欲を高める大きなきっかけとなる。
今後、インターンシップのみならず、教育実習・保育実習等でも、マッチングシートの効果を含
むこれらの結果を生かすことは、質の高い保育者を育成することに繋がるだろう。

注 1）学生やインターンシップ先に対しては、マッチングシートのことを「アンケート用紙」という名称で

説明していた。
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　マッチングシートと学生の意欲向上

【考察】



「学生と実習先の効果的マッチングシート」の作成と検討
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　学生用・指導担当者用の両方を作成したあと、可能な限り現場の指導担当者の回答負担を軽減
するため、現役園長兼教員である第三著者を通じて現役保育者の意見も反映させた上で、推敲を
重ね、完成させた。なお、指導担当者用マッチングシートには説明文を記載した表紙も含まれて
いた。

アンケート調査　Google Form を用いて調査を行った。調査項目には以下の 4 項目を含んだ：
（1）インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？
（1：とても不満～6：とても満足）、（2）その理由を教えてください（自由記述）、（3）アンケー
ト用紙 1）にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシップに対す
る意欲はどう変わりましたか？（1：とても意欲が下がった～5：とても意欲が上がった；変わら
なかった場合は 3 を選択）、（4）その理由を教えてください（自由記述）。なお、本研究以外の目
的のために、インターンシップで実施している日誌が学びに繋がった程度を尋ねる項目や、社会
人基礎力（留学生支援ネットワーク，2010）に対するインターンシップ前後の自己評価点を尋ね
る項目も含まれていた。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問への回答について、回答者 53 名全員の平
均値は 4.32 であった。この数値が「意欲は変わらない」を意味する 3 よりも高いと言えるかど
うかを調べるために t検定を行ったところ、有意に高かった（t [52] = 12.76, p < .00）。すなわち、
指導担当者用マッチングシートを学生が見るによって、インターンシップに対する意欲が向上し
たことが示された。
　その理由について、自由記述（巻末資料 1）を見ると「（学生に求める姿勢として挙げられた）
“素直さ”というのがよく分からなかったけれど自分の気持ちを具体的に伝えることができるよ
う努力しました」「（学生に求める姿勢として“挨拶”を挙げられたので）挨拶はしっかり大きい
声で恥ずかしがらずにやるようになった」など、やるべきことを具体化できたことが意欲向上に
繋がっていたと考えられる記述が 53 名中 29 名（1年 23 名、2年 6名）において見られた。また、
1 年生 4 名において「安心できた」という記述があり、不安感の軽減にもある程度繋がっていた
と考えられる。さらに、15名（ 1年生 12名、2年生 3名）が「褒めて頂いたことがとても嬉しかっ
たです」「子どもたちも大好きですと書いていて嬉しくて頑張ることが出来た」など、指導担当
者用マッチングシートの最後のコメント欄にポジティブな記述があったことや、「子どもだけで

なく、インターン生の自分のことをしっかり見てくれていた」など、保育者とのポジティブな関
係性を感じられたことが意欲に繋がったと答えていた。
　一方、「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インター
ンシップに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に、「意欲が上がった（5 または 4）」
と答えた学生の割合は、1 年生で 92.1％、2 年生で 73.3％であった。どちらも高い数値では
あるが、2年生よりも 1年生の方がマッチングシートの効果があった可能性がある。実際に、「意
欲は変わらなかった（3）」と答えた 2年生 4名のうち 3名はその理由として、「変わらずインター
ンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思っているかは分かっ
たが、モチベーションに繋がることはない」と回答していた。
　これらの結果から、マッチングシートは特に 1 年生において、学生の意欲を向上させるのに有
用だと考えられる。その際、マッチングシートの項目として特に重要なのは「学生に求める
姿勢」について尋ねる項目である。また、最後のコメント欄に担当保育者からのポジティブな
内容が書かれていることも、学生の意欲向上のためには重要かもしれない。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に対する回答と、「インターン先の先生の
指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」という質問に対する回答と
の間に相関関係があるかを調べるために、Spearman 順位相関係数の無相関検定を行った。その
結果、2つの数値の間には有意な相関が見られ（t [51] = 4.94, p < .00）、マッチングシートによっ
て意欲が向上した程度の高い学生ほど、保育者に対する満足度が高いことが示された。

　「インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」
という質問についての回答の平均値は 5.00 であった。割合で見ても、6 または 5 と答えた学生が
73.5％であり、インターンシップ先の指導担当者に対する満足度は全体としてかなり高いと言え
る。
　その理由について自由記述（巻末資料 2）を見ると、最も多いのは「一日の終わりに反省会を
設けてくださっていたのでその日に聞きたいことを解決できたから」「担任の先生だけではなく、
色々なクラスの先生が話しかけてくれて質問しやすい環境だから」「子どもたちが帰ったあと先
生が積極的に話してくれてその流れに乗って質問をすることが出来たから」など、質問をしやす
い環境があったことに関する記述であった。学生（特に 1 年生）は、現場の忙しさに圧倒されて

しまい、いくらマッチングシートで「いつでも質問してね」と伝えられていてもなかなか質問す
ることが出来ないことは多い。その中で保育者側から質問がないかを尋ねられたり、反省会の時
間を設けられたりすることは学生の満足に繋がるのだと考えられる。また、反対に満足度を 2 と
答えた学生 4 名（1 年生 3 名、2 年生 1 名）の自由記述を見ると、全員が「指導していただいた
ことがほとんどない」と回答していた。このことから、少なくともインターンシップを履修して
いる（比較的モチベーションの高い）学生に関しては、実習中に必要な指導や助言が十分に行わ
れず、「注意しない」「怒らない」といった「特別扱い」を受けているような状況はむしろ逆効果
であることが考えられる。 

　本研究は、X 短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的としていた。
そのために「学生と実習先の効果的マッチングシート」を作成し、その効果をアンケート調査を
もとに検証した。その結果、マッチングシートは学生のインターンシップに対する意欲を向上さ
せていたことが示され、この効果は特に 1 年生で顕著であることが示唆された。また、マッチン
グシートによって意欲が向上した程度の高い学生ほど、指導担当者に対する満足度が高いことが
示された。さらに、自由記述の結果から、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えら
れているかどうかが、指導担当者に対する満足度に繋がる可能性も示唆された。

　X 短期大学では、1・2 年生の両方が同じ時期（5 月）にインターンシップ実習を開始する。す
なわち、1 年生は入学してすぐに事前指導を数週間受け、オリエンテーションに赴いたあと、入
学の 1ヶ月後には学外実習が始まることになり、不安感がかなり大きくなることが予想される。
また、インターンシップが開始した直後には、現場の環境やそこでの自分の行動について、迷っ
たり悩みを持ったりする学生も多いだろう。そういった状況において、指導担当者からマッチン
グシートを通して自分がやるべきことを具体的に提示されることは、学生の不安感を減少させ、
その結果、学生の意欲を向上させたのではないかと考えられる。
　一方、2 年生においては 3 割近くが「マッチングシートによって意欲は向上しなかった」と回
答していた。今回調査対象とした 2 年生 15 名は、履修が選択制であるインターンシップを全員
が 2 年連続で履修しており、この時点で教育や保育に対する意欲は高いと考えられる。また、1
年生の間に経験したインターンシップ・教育実習・保育実習の中で、現場で求められる行動を予
想する力もある程度培われている。これらの「元から特に意欲の高い学生が多い」「学外実習に

対する不安感が 1 年生より低い」という理由から、マッチングシートの効果が感じられない学生
が多かったのではないかと思われる。実際に、2 年生の意欲向上に関する自由記述では「変わら
ずインターンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思ってい
るかは分かったが、モチベーションに繋がることはない」という回答が見られ、自分自身の力で
必要に応じた行動を取ったり、対処したりすることが可能な段階であることが推察された。その
ため、マッチングシートは具体的な目標を立てることには繋がったかもしれないが、そこから意
欲向上には繋がらなかったと予想される。
　しかしながら、指導担当者からの最後のコメント欄にポジティブな記述があることや、保育者
とのポジティブな関係性を感じられることは、1 年生と 2 年生の両方において、インターンシッ
プの意欲に繋がっていることが示唆されている。学生の努力を評価するコメントやポジティブな
フィードバックは、不安感の高低やモチベーションの高低に関わらず、学生の自己肯定感や居場
所意識、やりがいの醸成などに繋がるのかもしれない。また、不安感の高い学生においては、「自
分のことを見てくれている」「自分の良いところに気づけた」など、安心感にも繋がっているこ
とが考えられる。

　今回の結果においては、マッチングシートによる意欲向上と指導担当者への満足度との間には
有意な相関関係があることのみが示されており、意欲向上が満足度に繋がったのか、満足度が意
欲向上に繋がったのかは示されていない。これについては今後の課題であるが、自由記述の結果
から、少なくとも、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えられているかどうかが、
指導担当者への満足度に繋がることは示唆された。つまり、学生にとって指導担当者に質問をし
やすい環境は、指導担当者との円滑なコミュニケーションのための第一歩であり、そういった環
境が良好なコミュニケーションに繋がった結果として、指導担当者への満足度が上がったのかも
しれない。さらに、学生と指導担当者の間での円滑なコミュニケーションによって満足度が上
がった結果、学生のインターンシップに対する意欲が向上した可能性もある。今後、これらの
関係性が確かであるかを検討するための研究を行い、精査する必要があるだろう。

　本研究では、今年度のインターンシップ履修生を対象として、新たに作成したマッチングシー
トの効果を検討した。上述した通り、インターンシップの履修は選択制であり、例年の傾向では
あるものの、1 年生に比べると 2 年生の人数はかなり少ない。1 年生と 2 年生における効果の違
いを比較するためにも、今後、継続的にサンプル数を増やした上で分析を進めることが必要だろ

う。また、今回は 4 月から始まったインターンシップの 7 月末時点での学生の意見しか調査でき
ていない。インターンシップは 1 年間行われることが大きな特徴・利点であり（大嶋他，2023）、
1 年間を通した意欲の変化や保育者との関係性の構築について検討することは重要である。その
ために、1 年間のインターンシップ終了時のアンケート調査も引き続き行い、マッチングシート
の効果について、更なる分析・検討を行う必要があるだろう。
　また、マッチングシートにおける質問項目の内容について、今後改良を行う必要性も考えられ
る。特に 1 年生における不安感の軽減は、養成校だけでなく現場においても重要視される問題で
ある。そのため、学生用マッチングシートの中で、事前に「不安に感じていること」や「サポー
トしてほしいこと」を明確にしておくことは、実際の現場における指導場面でも有効であるかも
しれない。
　さらに、マッチングシートの実施方法についても更なる検討が必要である。今回、マッチング
シートを初めて使用するにあたり、事前にインターンシップ担当教員から各施設へ口頭での説明
を行い、協力を要請した。その後、指導担当者用マッチングシートの回収はインターンシップ担
当教員を含む学科教員が行い、インターンシップ担当教員から学生へ渡すという手順であった
が、施設によっては教員が回収する段階で未記入であったため郵送を依頼し、10 回（ 8 回）の
インターンシップが終了する直前に回収となった場合もあった。そのため、これらの施設でイ
ンターンシップを行う学生へのフィードバックが遅くなってしまい、意欲向上に繋がりにくく
なった可能性がある。今後は、マッチングシートの記入や回収の効率化のために、デジタルツー
ルを活用するなどの工夫が必要だろう。
　本研究では、マッチングシートの効果を検討する際に、学生のみを対象としていた。今後は各
施設の指導担当者に対しても調査を行い、その効果を検討する必要がある。今回のマッチン
グシート回収時に、一部の施設指導担当者から「時間的な負担はそれほど感じないが、（マッチ
ングシートを活用する）意図が分かりづらかった」との指摘があった。今後は、マッチングシー
トの活用意図について、より分かりやすく明確に周知するよう工夫しなければならない。一方で、
「学生の頑張りたい方向が見えやすく、こちら（指導担当者）が何を指導していけば良いかが分
かりやすかった。いつもは学生が求めている指導や何が分からないかが分からなかったため、助
かったし役立った」という意見もあった。学生の不安感だけでなく、インターンシップ先の指導
担当者の負担や悩みを軽減させるためにも、マッチングシートは有用である可能性がある。また、
第三著者が園長を務める保育園での実習において今回作成したマッチングシートを試用した際に
は、学生用のマッチングシートが学生への指導・学生とのコミュニケーションのみならず、指導
担当者の意識改善にも繋がったように感じられた。例えば、学生がマッチングシートに「特に絵
本の読み聞かせについて学びたい」と記述していた場合、指導担当者は学生に読み聞かせの機会
を与えたり、その後助言を行ったりするだけではなく、自身が読み聞かせを行う際にも「学生の
手本となるように」と意識し、指導担当者自身の保育への姿勢にも良い影響が与えられていた。

このように、今回作成したマッチングシートは学生だけでなく、指導担当者や若手保育者の人材
育成のためにも役立てられるかもしれない。これについても、今後検討する必要があるだろう。
　最後に、本研究では、マッチングシートの導入だけでは解決できない問題もあることが明らか
となった。今回作成したマッチングシートでは、「質問のタイミングが分からない」という学生
の悩みを解決するために、質問可能なタイミングを指導担当者から回答してもらう質問項目を設
けた。しかし、本研究の自由記述の結果からは、特に 1 年生において、指導のタイミングを提示
されるだけでは中々実際の質問の機会には結び付かず、指導担当者を含む保育者からの声掛けが
求められていることが分かった。もちろん、養成校側の事前指導として、現場の状況を想定でき
るようなシミュレーションを学生にさせたりすることは必要である。しかし、「質問がしづらい
環境」や「指導の不十分さ」がインターンシップの満足度に影響することからも、学生が質問し
やすい環境づくりを検討していくことは今後の課題といえよう。その際には、保育者側の負担が
過剰になりすぎないよう留意する必要がある。また、指導担当者からのポジティブな言葉掛け
や、するべきことを明確化するための助言は、学生の意欲向上や満足度に繋がる。週に 1 回、1
年間を通して同じ施設の同じクラスを担当することで学生と指導担当者間での関係性が深まり、
そこでの声掛けによって学生のモチベーションがさらに上がることは、インターンシップの理想
的な形である。これはまさに、保育士養成課程等検討会（2010）が指摘した、「インターンシッ
プが就職のモチベーションを高める」ことを示しているのではないだろうか。保育職を目指す学
生にとって、理想の保育者像が見つかることは、保育職への意欲を高める大きなきっかけとなる。
今後、インターンシップのみならず、教育実習・保育実習等でも、マッチングシートの効果を含
むこれらの結果を生かすことは、質の高い保育者を育成することに繋がるだろう。

注 1）学生やインターンシップ先に対しては、マッチングシートのことを「アンケート用紙」という名称で

説明していた。
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　マッチングシートと指導担当者への満足度

　本研究の限界と今後の展望



「学生と実習先の効果的マッチングシート」の作成と検討
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　学生用・指導担当者用の両方を作成したあと、可能な限り現場の指導担当者の回答負担を軽減
するため、現役園長兼教員である第三著者を通じて現役保育者の意見も反映させた上で、推敲を
重ね、完成させた。なお、指導担当者用マッチングシートには説明文を記載した表紙も含まれて
いた。

アンケート調査　Google Form を用いて調査を行った。調査項目には以下の 4 項目を含んだ：
（1）インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？
（1：とても不満～6：とても満足）、（2）その理由を教えてください（自由記述）、（3）アンケー
ト用紙 1）にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシップに対す
る意欲はどう変わりましたか？（1：とても意欲が下がった～5：とても意欲が上がった；変わら
なかった場合は 3 を選択）、（4）その理由を教えてください（自由記述）。なお、本研究以外の目
的のために、インターンシップで実施している日誌が学びに繋がった程度を尋ねる項目や、社会
人基礎力（留学生支援ネットワーク，2010）に対するインターンシップ前後の自己評価点を尋ね
る項目も含まれていた。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問への回答について、回答者 53 名全員の平
均値は 4.32 であった。この数値が「意欲は変わらない」を意味する 3 よりも高いと言えるかど
うかを調べるために t検定を行ったところ、有意に高かった（t [52] = 12.76, p < .00）。すなわち、
指導担当者用マッチングシートを学生が見るによって、インターンシップに対する意欲が向上し
たことが示された。
　その理由について、自由記述（巻末資料 1）を見ると「（学生に求める姿勢として挙げられた）
“素直さ”というのがよく分からなかったけれど自分の気持ちを具体的に伝えることができるよ
う努力しました」「（学生に求める姿勢として“挨拶”を挙げられたので）挨拶はしっかり大きい
声で恥ずかしがらずにやるようになった」など、やるべきことを具体化できたことが意欲向上に
繋がっていたと考えられる記述が 53 名中 29 名（1年 23 名、2年 6名）において見られた。また、
1 年生 4 名において「安心できた」という記述があり、不安感の軽減にもある程度繋がっていた
と考えられる。さらに、15名（ 1年生 12名、2年生 3名）が「褒めて頂いたことがとても嬉しかっ
たです」「子どもたちも大好きですと書いていて嬉しくて頑張ることが出来た」など、指導担当
者用マッチングシートの最後のコメント欄にポジティブな記述があったことや、「子どもだけで

なく、インターン生の自分のことをしっかり見てくれていた」など、保育者とのポジティブな関
係性を感じられたことが意欲に繋がったと答えていた。
　一方、「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インター
ンシップに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に、「意欲が上がった（5 または 4）」
と答えた学生の割合は、1 年生で 92.1％、2 年生で 73.3％であった。どちらも高い数値では
あるが、2年生よりも 1年生の方がマッチングシートの効果があった可能性がある。実際に、「意
欲は変わらなかった（3）」と答えた 2年生 4名のうち 3名はその理由として、「変わらずインター
ンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思っているかは分かっ
たが、モチベーションに繋がることはない」と回答していた。
　これらの結果から、マッチングシートは特に 1 年生において、学生の意欲を向上させるのに有
用だと考えられる。その際、マッチングシートの項目として特に重要なのは「学生に求める
姿勢」について尋ねる項目である。また、最後のコメント欄に担当保育者からのポジティブな
内容が書かれていることも、学生の意欲向上のためには重要かもしれない。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に対する回答と、「インターン先の先生の
指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」という質問に対する回答と
の間に相関関係があるかを調べるために、Spearman 順位相関係数の無相関検定を行った。その
結果、2つの数値の間には有意な相関が見られ（t [51] = 4.94, p < .00）、マッチングシートによっ
て意欲が向上した程度の高い学生ほど、保育者に対する満足度が高いことが示された。

　「インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」
という質問についての回答の平均値は 5.00 であった。割合で見ても、6 または 5 と答えた学生が
73.5％であり、インターンシップ先の指導担当者に対する満足度は全体としてかなり高いと言え
る。
　その理由について自由記述（巻末資料 2）を見ると、最も多いのは「一日の終わりに反省会を
設けてくださっていたのでその日に聞きたいことを解決できたから」「担任の先生だけではなく、
色々なクラスの先生が話しかけてくれて質問しやすい環境だから」「子どもたちが帰ったあと先
生が積極的に話してくれてその流れに乗って質問をすることが出来たから」など、質問をしやす
い環境があったことに関する記述であった。学生（特に 1 年生）は、現場の忙しさに圧倒されて

しまい、いくらマッチングシートで「いつでも質問してね」と伝えられていてもなかなか質問す
ることが出来ないことは多い。その中で保育者側から質問がないかを尋ねられたり、反省会の時
間を設けられたりすることは学生の満足に繋がるのだと考えられる。また、反対に満足度を 2 と
答えた学生 4 名（1 年生 3 名、2 年生 1 名）の自由記述を見ると、全員が「指導していただいた
ことがほとんどない」と回答していた。このことから、少なくともインターンシップを履修して
いる（比較的モチベーションの高い）学生に関しては、実習中に必要な指導や助言が十分に行わ
れず、「注意しない」「怒らない」といった「特別扱い」を受けているような状況はむしろ逆効果
であることが考えられる。 

　本研究は、X 短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的としていた。
そのために「学生と実習先の効果的マッチングシート」を作成し、その効果をアンケート調査を
もとに検証した。その結果、マッチングシートは学生のインターンシップに対する意欲を向上さ
せていたことが示され、この効果は特に 1 年生で顕著であることが示唆された。また、マッチン
グシートによって意欲が向上した程度の高い学生ほど、指導担当者に対する満足度が高いことが
示された。さらに、自由記述の結果から、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えら
れているかどうかが、指導担当者に対する満足度に繋がる可能性も示唆された。

　X 短期大学では、1・2 年生の両方が同じ時期（5 月）にインターンシップ実習を開始する。す
なわち、1 年生は入学してすぐに事前指導を数週間受け、オリエンテーションに赴いたあと、入
学の 1ヶ月後には学外実習が始まることになり、不安感がかなり大きくなることが予想される。
また、インターンシップが開始した直後には、現場の環境やそこでの自分の行動について、迷っ
たり悩みを持ったりする学生も多いだろう。そういった状況において、指導担当者からマッチン
グシートを通して自分がやるべきことを具体的に提示されることは、学生の不安感を減少させ、
その結果、学生の意欲を向上させたのではないかと考えられる。
　一方、2 年生においては 3 割近くが「マッチングシートによって意欲は向上しなかった」と回
答していた。今回調査対象とした 2 年生 15 名は、履修が選択制であるインターンシップを全員
が 2 年連続で履修しており、この時点で教育や保育に対する意欲は高いと考えられる。また、1
年生の間に経験したインターンシップ・教育実習・保育実習の中で、現場で求められる行動を予
想する力もある程度培われている。これらの「元から特に意欲の高い学生が多い」「学外実習に

対する不安感が 1 年生より低い」という理由から、マッチングシートの効果が感じられない学生
が多かったのではないかと思われる。実際に、2 年生の意欲向上に関する自由記述では「変わら
ずインターンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思ってい
るかは分かったが、モチベーションに繋がることはない」という回答が見られ、自分自身の力で
必要に応じた行動を取ったり、対処したりすることが可能な段階であることが推察された。その
ため、マッチングシートは具体的な目標を立てることには繋がったかもしれないが、そこから意
欲向上には繋がらなかったと予想される。
　しかしながら、指導担当者からの最後のコメント欄にポジティブな記述があることや、保育者
とのポジティブな関係性を感じられることは、1 年生と 2 年生の両方において、インターンシッ
プの意欲に繋がっていることが示唆されている。学生の努力を評価するコメントやポジティブな
フィードバックは、不安感の高低やモチベーションの高低に関わらず、学生の自己肯定感や居場
所意識、やりがいの醸成などに繋がるのかもしれない。また、不安感の高い学生においては、「自
分のことを見てくれている」「自分の良いところに気づけた」など、安心感にも繋がっているこ
とが考えられる。

　今回の結果においては、マッチングシートによる意欲向上と指導担当者への満足度との間には
有意な相関関係があることのみが示されており、意欲向上が満足度に繋がったのか、満足度が意
欲向上に繋がったのかは示されていない。これについては今後の課題であるが、自由記述の結果
から、少なくとも、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えられているかどうかが、
指導担当者への満足度に繋がることは示唆された。つまり、学生にとって指導担当者に質問をし
やすい環境は、指導担当者との円滑なコミュニケーションのための第一歩であり、そういった環
境が良好なコミュニケーションに繋がった結果として、指導担当者への満足度が上がったのかも
しれない。さらに、学生と指導担当者の間での円滑なコミュニケーションによって満足度が上
がった結果、学生のインターンシップに対する意欲が向上した可能性もある。今後、これらの
関係性が確かであるかを検討するための研究を行い、精査する必要があるだろう。

　本研究では、今年度のインターンシップ履修生を対象として、新たに作成したマッチングシー
トの効果を検討した。上述した通り、インターンシップの履修は選択制であり、例年の傾向では
あるものの、1 年生に比べると 2 年生の人数はかなり少ない。1 年生と 2 年生における効果の違
いを比較するためにも、今後、継続的にサンプル数を増やした上で分析を進めることが必要だろ

う。また、今回は 4 月から始まったインターンシップの 7 月末時点での学生の意見しか調査でき
ていない。インターンシップは 1 年間行われることが大きな特徴・利点であり（大嶋他，2023）、
1 年間を通した意欲の変化や保育者との関係性の構築について検討することは重要である。その
ために、1 年間のインターンシップ終了時のアンケート調査も引き続き行い、マッチングシート
の効果について、更なる分析・検討を行う必要があるだろう。
　また、マッチングシートにおける質問項目の内容について、今後改良を行う必要性も考えられ
る。特に 1 年生における不安感の軽減は、養成校だけでなく現場においても重要視される問題で
ある。そのため、学生用マッチングシートの中で、事前に「不安に感じていること」や「サポー
トしてほしいこと」を明確にしておくことは、実際の現場における指導場面でも有効であるかも
しれない。
　さらに、マッチングシートの実施方法についても更なる検討が必要である。今回、マッチング
シートを初めて使用するにあたり、事前にインターンシップ担当教員から各施設へ口頭での説明
を行い、協力を要請した。その後、指導担当者用マッチングシートの回収はインターンシップ担
当教員を含む学科教員が行い、インターンシップ担当教員から学生へ渡すという手順であった
が、施設によっては教員が回収する段階で未記入であったため郵送を依頼し、10 回（ 8 回）の
インターンシップが終了する直前に回収となった場合もあった。そのため、これらの施設でイ
ンターンシップを行う学生へのフィードバックが遅くなってしまい、意欲向上に繋がりにくく
なった可能性がある。今後は、マッチングシートの記入や回収の効率化のために、デジタルツー
ルを活用するなどの工夫が必要だろう。
　本研究では、マッチングシートの効果を検討する際に、学生のみを対象としていた。今後は各
施設の指導担当者に対しても調査を行い、その効果を検討する必要がある。今回のマッチン
グシート回収時に、一部の施設指導担当者から「時間的な負担はそれほど感じないが、（マッチ
ングシートを活用する）意図が分かりづらかった」との指摘があった。今後は、マッチングシー
トの活用意図について、より分かりやすく明確に周知するよう工夫しなければならない。一方で、
「学生の頑張りたい方向が見えやすく、こちら（指導担当者）が何を指導していけば良いかが分
かりやすかった。いつもは学生が求めている指導や何が分からないかが分からなかったため、助
かったし役立った」という意見もあった。学生の不安感だけでなく、インターンシップ先の指導
担当者の負担や悩みを軽減させるためにも、マッチングシートは有用である可能性がある。また、
第三著者が園長を務める保育園での実習において今回作成したマッチングシートを試用した際に
は、学生用のマッチングシートが学生への指導・学生とのコミュニケーションのみならず、指導
担当者の意識改善にも繋がったように感じられた。例えば、学生がマッチングシートに「特に絵
本の読み聞かせについて学びたい」と記述していた場合、指導担当者は学生に読み聞かせの機会
を与えたり、その後助言を行ったりするだけではなく、自身が読み聞かせを行う際にも「学生の
手本となるように」と意識し、指導担当者自身の保育への姿勢にも良い影響が与えられていた。

このように、今回作成したマッチングシートは学生だけでなく、指導担当者や若手保育者の人材
育成のためにも役立てられるかもしれない。これについても、今後検討する必要があるだろう。
　最後に、本研究では、マッチングシートの導入だけでは解決できない問題もあることが明らか
となった。今回作成したマッチングシートでは、「質問のタイミングが分からない」という学生
の悩みを解決するために、質問可能なタイミングを指導担当者から回答してもらう質問項目を設
けた。しかし、本研究の自由記述の結果からは、特に 1 年生において、指導のタイミングを提示
されるだけでは中々実際の質問の機会には結び付かず、指導担当者を含む保育者からの声掛けが
求められていることが分かった。もちろん、養成校側の事前指導として、現場の状況を想定でき
るようなシミュレーションを学生にさせたりすることは必要である。しかし、「質問がしづらい
環境」や「指導の不十分さ」がインターンシップの満足度に影響することからも、学生が質問し
やすい環境づくりを検討していくことは今後の課題といえよう。その際には、保育者側の負担が
過剰になりすぎないよう留意する必要がある。また、指導担当者からのポジティブな言葉掛け
や、するべきことを明確化するための助言は、学生の意欲向上や満足度に繋がる。週に 1 回、1
年間を通して同じ施設の同じクラスを担当することで学生と指導担当者間での関係性が深まり、
そこでの声掛けによって学生のモチベーションがさらに上がることは、インターンシップの理想
的な形である。これはまさに、保育士養成課程等検討会（2010）が指摘した、「インターンシッ
プが就職のモチベーションを高める」ことを示しているのではないだろうか。保育職を目指す学
生にとって、理想の保育者像が見つかることは、保育職への意欲を高める大きなきっかけとなる。
今後、インターンシップのみならず、教育実習・保育実習等でも、マッチングシートの効果を含
むこれらの結果を生かすことは、質の高い保育者を育成することに繋がるだろう。

注 1）学生やインターンシップ先に対しては、マッチングシートのことを「アンケート用紙」という名称で

説明していた。
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「学生と実習先の効果的マッチングシート」の作成と検討
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　学生用・指導担当者用の両方を作成したあと、可能な限り現場の指導担当者の回答負担を軽減
するため、現役園長兼教員である第三著者を通じて現役保育者の意見も反映させた上で、推敲を
重ね、完成させた。なお、指導担当者用マッチングシートには説明文を記載した表紙も含まれて
いた。

アンケート調査　Google Form を用いて調査を行った。調査項目には以下の 4 項目を含んだ：
（1）インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？
（1：とても不満～6：とても満足）、（2）その理由を教えてください（自由記述）、（3）アンケー
ト用紙 1）にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシップに対す
る意欲はどう変わりましたか？（1：とても意欲が下がった～5：とても意欲が上がった；変わら
なかった場合は 3 を選択）、（4）その理由を教えてください（自由記述）。なお、本研究以外の目
的のために、インターンシップで実施している日誌が学びに繋がった程度を尋ねる項目や、社会
人基礎力（留学生支援ネットワーク，2010）に対するインターンシップ前後の自己評価点を尋ね
る項目も含まれていた。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問への回答について、回答者 53 名全員の平
均値は 4.32 であった。この数値が「意欲は変わらない」を意味する 3 よりも高いと言えるかど
うかを調べるために t検定を行ったところ、有意に高かった（t [52] = 12.76, p < .00）。すなわち、
指導担当者用マッチングシートを学生が見るによって、インターンシップに対する意欲が向上し
たことが示された。
　その理由について、自由記述（巻末資料 1）を見ると「（学生に求める姿勢として挙げられた）
“素直さ”というのがよく分からなかったけれど自分の気持ちを具体的に伝えることができるよ
う努力しました」「（学生に求める姿勢として“挨拶”を挙げられたので）挨拶はしっかり大きい
声で恥ずかしがらずにやるようになった」など、やるべきことを具体化できたことが意欲向上に
繋がっていたと考えられる記述が 53 名中 29 名（1年 23 名、2年 6名）において見られた。また、
1 年生 4 名において「安心できた」という記述があり、不安感の軽減にもある程度繋がっていた
と考えられる。さらに、15名（ 1年生 12名、2年生 3名）が「褒めて頂いたことがとても嬉しかっ
たです」「子どもたちも大好きですと書いていて嬉しくて頑張ることが出来た」など、指導担当
者用マッチングシートの最後のコメント欄にポジティブな記述があったことや、「子どもだけで

なく、インターン生の自分のことをしっかり見てくれていた」など、保育者とのポジティブな関
係性を感じられたことが意欲に繋がったと答えていた。
　一方、「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インター
ンシップに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に、「意欲が上がった（5 または 4）」
と答えた学生の割合は、1 年生で 92.1％、2 年生で 73.3％であった。どちらも高い数値では
あるが、2年生よりも 1年生の方がマッチングシートの効果があった可能性がある。実際に、「意
欲は変わらなかった（3）」と答えた 2年生 4名のうち 3名はその理由として、「変わらずインター
ンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思っているかは分かっ
たが、モチベーションに繋がることはない」と回答していた。
　これらの結果から、マッチングシートは特に 1 年生において、学生の意欲を向上させるのに有
用だと考えられる。その際、マッチングシートの項目として特に重要なのは「学生に求める
姿勢」について尋ねる項目である。また、最後のコメント欄に担当保育者からのポジティブな
内容が書かれていることも、学生の意欲向上のためには重要かもしれない。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に対する回答と、「インターン先の先生の
指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」という質問に対する回答と
の間に相関関係があるかを調べるために、Spearman 順位相関係数の無相関検定を行った。その
結果、2つの数値の間には有意な相関が見られ（t [51] = 4.94, p < .00）、マッチングシートによっ
て意欲が向上した程度の高い学生ほど、保育者に対する満足度が高いことが示された。

　「インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」
という質問についての回答の平均値は 5.00 であった。割合で見ても、6 または 5 と答えた学生が
73.5％であり、インターンシップ先の指導担当者に対する満足度は全体としてかなり高いと言え
る。
　その理由について自由記述（巻末資料 2）を見ると、最も多いのは「一日の終わりに反省会を
設けてくださっていたのでその日に聞きたいことを解決できたから」「担任の先生だけではなく、
色々なクラスの先生が話しかけてくれて質問しやすい環境だから」「子どもたちが帰ったあと先
生が積極的に話してくれてその流れに乗って質問をすることが出来たから」など、質問をしやす
い環境があったことに関する記述であった。学生（特に 1 年生）は、現場の忙しさに圧倒されて

しまい、いくらマッチングシートで「いつでも質問してね」と伝えられていてもなかなか質問す
ることが出来ないことは多い。その中で保育者側から質問がないかを尋ねられたり、反省会の時
間を設けられたりすることは学生の満足に繋がるのだと考えられる。また、反対に満足度を 2 と
答えた学生 4 名（1 年生 3 名、2 年生 1 名）の自由記述を見ると、全員が「指導していただいた
ことがほとんどない」と回答していた。このことから、少なくともインターンシップを履修して
いる（比較的モチベーションの高い）学生に関しては、実習中に必要な指導や助言が十分に行わ
れず、「注意しない」「怒らない」といった「特別扱い」を受けているような状況はむしろ逆効果
であることが考えられる。 

　本研究は、X 短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的としていた。
そのために「学生と実習先の効果的マッチングシート」を作成し、その効果をアンケート調査を
もとに検証した。その結果、マッチングシートは学生のインターンシップに対する意欲を向上さ
せていたことが示され、この効果は特に 1 年生で顕著であることが示唆された。また、マッチン
グシートによって意欲が向上した程度の高い学生ほど、指導担当者に対する満足度が高いことが
示された。さらに、自由記述の結果から、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えら
れているかどうかが、指導担当者に対する満足度に繋がる可能性も示唆された。

　X 短期大学では、1・2 年生の両方が同じ時期（5 月）にインターンシップ実習を開始する。す
なわち、1 年生は入学してすぐに事前指導を数週間受け、オリエンテーションに赴いたあと、入
学の 1ヶ月後には学外実習が始まることになり、不安感がかなり大きくなることが予想される。
また、インターンシップが開始した直後には、現場の環境やそこでの自分の行動について、迷っ
たり悩みを持ったりする学生も多いだろう。そういった状況において、指導担当者からマッチン
グシートを通して自分がやるべきことを具体的に提示されることは、学生の不安感を減少させ、
その結果、学生の意欲を向上させたのではないかと考えられる。
　一方、2 年生においては 3 割近くが「マッチングシートによって意欲は向上しなかった」と回
答していた。今回調査対象とした 2 年生 15 名は、履修が選択制であるインターンシップを全員
が 2 年連続で履修しており、この時点で教育や保育に対する意欲は高いと考えられる。また、1
年生の間に経験したインターンシップ・教育実習・保育実習の中で、現場で求められる行動を予
想する力もある程度培われている。これらの「元から特に意欲の高い学生が多い」「学外実習に

対する不安感が 1 年生より低い」という理由から、マッチングシートの効果が感じられない学生
が多かったのではないかと思われる。実際に、2 年生の意欲向上に関する自由記述では「変わら
ずインターンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思ってい
るかは分かったが、モチベーションに繋がることはない」という回答が見られ、自分自身の力で
必要に応じた行動を取ったり、対処したりすることが可能な段階であることが推察された。その
ため、マッチングシートは具体的な目標を立てることには繋がったかもしれないが、そこから意
欲向上には繋がらなかったと予想される。
　しかしながら、指導担当者からの最後のコメント欄にポジティブな記述があることや、保育者
とのポジティブな関係性を感じられることは、1 年生と 2 年生の両方において、インターンシッ
プの意欲に繋がっていることが示唆されている。学生の努力を評価するコメントやポジティブな
フィードバックは、不安感の高低やモチベーションの高低に関わらず、学生の自己肯定感や居場
所意識、やりがいの醸成などに繋がるのかもしれない。また、不安感の高い学生においては、「自
分のことを見てくれている」「自分の良いところに気づけた」など、安心感にも繋がっているこ
とが考えられる。

　今回の結果においては、マッチングシートによる意欲向上と指導担当者への満足度との間には
有意な相関関係があることのみが示されており、意欲向上が満足度に繋がったのか、満足度が意
欲向上に繋がったのかは示されていない。これについては今後の課題であるが、自由記述の結果
から、少なくとも、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えられているかどうかが、
指導担当者への満足度に繋がることは示唆された。つまり、学生にとって指導担当者に質問をし
やすい環境は、指導担当者との円滑なコミュニケーションのための第一歩であり、そういった環
境が良好なコミュニケーションに繋がった結果として、指導担当者への満足度が上がったのかも
しれない。さらに、学生と指導担当者の間での円滑なコミュニケーションによって満足度が上
がった結果、学生のインターンシップに対する意欲が向上した可能性もある。今後、これらの
関係性が確かであるかを検討するための研究を行い、精査する必要があるだろう。

　本研究では、今年度のインターンシップ履修生を対象として、新たに作成したマッチングシー
トの効果を検討した。上述した通り、インターンシップの履修は選択制であり、例年の傾向では
あるものの、1 年生に比べると 2 年生の人数はかなり少ない。1 年生と 2 年生における効果の違
いを比較するためにも、今後、継続的にサンプル数を増やした上で分析を進めることが必要だろ

う。また、今回は 4 月から始まったインターンシップの 7 月末時点での学生の意見しか調査でき
ていない。インターンシップは 1 年間行われることが大きな特徴・利点であり（大嶋他，2023）、
1 年間を通した意欲の変化や保育者との関係性の構築について検討することは重要である。その
ために、1 年間のインターンシップ終了時のアンケート調査も引き続き行い、マッチングシート
の効果について、更なる分析・検討を行う必要があるだろう。
　また、マッチングシートにおける質問項目の内容について、今後改良を行う必要性も考えられ
る。特に 1 年生における不安感の軽減は、養成校だけでなく現場においても重要視される問題で
ある。そのため、学生用マッチングシートの中で、事前に「不安に感じていること」や「サポー
トしてほしいこと」を明確にしておくことは、実際の現場における指導場面でも有効であるかも
しれない。
　さらに、マッチングシートの実施方法についても更なる検討が必要である。今回、マッチング
シートを初めて使用するにあたり、事前にインターンシップ担当教員から各施設へ口頭での説明
を行い、協力を要請した。その後、指導担当者用マッチングシートの回収はインターンシップ担
当教員を含む学科教員が行い、インターンシップ担当教員から学生へ渡すという手順であった
が、施設によっては教員が回収する段階で未記入であったため郵送を依頼し、10 回（ 8 回）の
インターンシップが終了する直前に回収となった場合もあった。そのため、これらの施設でイ
ンターンシップを行う学生へのフィードバックが遅くなってしまい、意欲向上に繋がりにくく
なった可能性がある。今後は、マッチングシートの記入や回収の効率化のために、デジタルツー
ルを活用するなどの工夫が必要だろう。
　本研究では、マッチングシートの効果を検討する際に、学生のみを対象としていた。今後は各
施設の指導担当者に対しても調査を行い、その効果を検討する必要がある。今回のマッチン
グシート回収時に、一部の施設指導担当者から「時間的な負担はそれほど感じないが、（マッチ
ングシートを活用する）意図が分かりづらかった」との指摘があった。今後は、マッチングシー
トの活用意図について、より分かりやすく明確に周知するよう工夫しなければならない。一方で、
「学生の頑張りたい方向が見えやすく、こちら（指導担当者）が何を指導していけば良いかが分
かりやすかった。いつもは学生が求めている指導や何が分からないかが分からなかったため、助
かったし役立った」という意見もあった。学生の不安感だけでなく、インターンシップ先の指導
担当者の負担や悩みを軽減させるためにも、マッチングシートは有用である可能性がある。また、
第三著者が園長を務める保育園での実習において今回作成したマッチングシートを試用した際に
は、学生用のマッチングシートが学生への指導・学生とのコミュニケーションのみならず、指導
担当者の意識改善にも繋がったように感じられた。例えば、学生がマッチングシートに「特に絵
本の読み聞かせについて学びたい」と記述していた場合、指導担当者は学生に読み聞かせの機会
を与えたり、その後助言を行ったりするだけではなく、自身が読み聞かせを行う際にも「学生の
手本となるように」と意識し、指導担当者自身の保育への姿勢にも良い影響が与えられていた。

このように、今回作成したマッチングシートは学生だけでなく、指導担当者や若手保育者の人材
育成のためにも役立てられるかもしれない。これについても、今後検討する必要があるだろう。
　最後に、本研究では、マッチングシートの導入だけでは解決できない問題もあることが明らか
となった。今回作成したマッチングシートでは、「質問のタイミングが分からない」という学生
の悩みを解決するために、質問可能なタイミングを指導担当者から回答してもらう質問項目を設
けた。しかし、本研究の自由記述の結果からは、特に 1 年生において、指導のタイミングを提示
されるだけでは中々実際の質問の機会には結び付かず、指導担当者を含む保育者からの声掛けが
求められていることが分かった。もちろん、養成校側の事前指導として、現場の状況を想定でき
るようなシミュレーションを学生にさせたりすることは必要である。しかし、「質問がしづらい
環境」や「指導の不十分さ」がインターンシップの満足度に影響することからも、学生が質問し
やすい環境づくりを検討していくことは今後の課題といえよう。その際には、保育者側の負担が
過剰になりすぎないよう留意する必要がある。また、指導担当者からのポジティブな言葉掛け
や、するべきことを明確化するための助言は、学生の意欲向上や満足度に繋がる。週に 1 回、1
年間を通して同じ施設の同じクラスを担当することで学生と指導担当者間での関係性が深まり、
そこでの声掛けによって学生のモチベーションがさらに上がることは、インターンシップの理想
的な形である。これはまさに、保育士養成課程等検討会（2010）が指摘した、「インターンシッ
プが就職のモチベーションを高める」ことを示しているのではないだろうか。保育職を目指す学
生にとって、理想の保育者像が見つかることは、保育職への意欲を高める大きなきっかけとなる。
今後、インターンシップのみならず、教育実習・保育実習等でも、マッチングシートの効果を含
むこれらの結果を生かすことは、質の高い保育者を育成することに繋がるだろう。

注 1）学生やインターンシップ先に対しては、マッチングシートのことを「アンケート用紙」という名称で

説明していた。
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「学生と実習先の効果的マッチングシート」の作成と検討

大阪城南女子短期大学研究紀要　第 59 巻（2024）- 47 -

　学生用・指導担当者用の両方を作成したあと、可能な限り現場の指導担当者の回答負担を軽減
するため、現役園長兼教員である第三著者を通じて現役保育者の意見も反映させた上で、推敲を
重ね、完成させた。なお、指導担当者用マッチングシートには説明文を記載した表紙も含まれて
いた。

アンケート調査　Google Form を用いて調査を行った。調査項目には以下の 4 項目を含んだ：
（1）インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？
（1：とても不満～6：とても満足）、（2）その理由を教えてください（自由記述）、（3）アンケー
ト用紙 1）にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシップに対す
る意欲はどう変わりましたか？（1：とても意欲が下がった～5：とても意欲が上がった；変わら
なかった場合は 3 を選択）、（4）その理由を教えてください（自由記述）。なお、本研究以外の目
的のために、インターンシップで実施している日誌が学びに繋がった程度を尋ねる項目や、社会
人基礎力（留学生支援ネットワーク，2010）に対するインターンシップ前後の自己評価点を尋ね
る項目も含まれていた。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問への回答について、回答者 53 名全員の平
均値は 4.32 であった。この数値が「意欲は変わらない」を意味する 3 よりも高いと言えるかど
うかを調べるために t検定を行ったところ、有意に高かった（t [52] = 12.76, p < .00）。すなわち、
指導担当者用マッチングシートを学生が見るによって、インターンシップに対する意欲が向上し
たことが示された。
　その理由について、自由記述（巻末資料 1）を見ると「（学生に求める姿勢として挙げられた）
“素直さ”というのがよく分からなかったけれど自分の気持ちを具体的に伝えることができるよ
う努力しました」「（学生に求める姿勢として“挨拶”を挙げられたので）挨拶はしっかり大きい
声で恥ずかしがらずにやるようになった」など、やるべきことを具体化できたことが意欲向上に
繋がっていたと考えられる記述が 53 名中 29 名（1年 23 名、2年 6名）において見られた。また、
1 年生 4 名において「安心できた」という記述があり、不安感の軽減にもある程度繋がっていた
と考えられる。さらに、15名（ 1年生 12名、2年生 3名）が「褒めて頂いたことがとても嬉しかっ
たです」「子どもたちも大好きですと書いていて嬉しくて頑張ることが出来た」など、指導担当
者用マッチングシートの最後のコメント欄にポジティブな記述があったことや、「子どもだけで

なく、インターン生の自分のことをしっかり見てくれていた」など、保育者とのポジティブな関
係性を感じられたことが意欲に繋がったと答えていた。
　一方、「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インター
ンシップに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に、「意欲が上がった（5 または 4）」
と答えた学生の割合は、1 年生で 92.1％、2 年生で 73.3％であった。どちらも高い数値では
あるが、2年生よりも 1年生の方がマッチングシートの効果があった可能性がある。実際に、「意
欲は変わらなかった（3）」と答えた 2年生 4名のうち 3名はその理由として、「変わらずインター
ンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思っているかは分かっ
たが、モチベーションに繋がることはない」と回答していた。
　これらの結果から、マッチングシートは特に 1 年生において、学生の意欲を向上させるのに有
用だと考えられる。その際、マッチングシートの項目として特に重要なのは「学生に求める
姿勢」について尋ねる項目である。また、最後のコメント欄に担当保育者からのポジティブな
内容が書かれていることも、学生の意欲向上のためには重要かもしれない。

　「アンケート用紙にインターン先の先生が回答してくださったことによって、インターンシッ
プに対する意欲はどう変わりましたか？」という質問に対する回答と、「インターン先の先生の
指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」という質問に対する回答と
の間に相関関係があるかを調べるために、Spearman 順位相関係数の無相関検定を行った。その
結果、2つの数値の間には有意な相関が見られ（t [51] = 4.94, p < .00）、マッチングシートによっ
て意欲が向上した程度の高い学生ほど、保育者に対する満足度が高いことが示された。

　「インターン先の先生の指導内容・時間・回数について、総合的にどれくらい満足ですか？」
という質問についての回答の平均値は 5.00 であった。割合で見ても、6 または 5 と答えた学生が
73.5％であり、インターンシップ先の指導担当者に対する満足度は全体としてかなり高いと言え
る。
　その理由について自由記述（巻末資料 2）を見ると、最も多いのは「一日の終わりに反省会を
設けてくださっていたのでその日に聞きたいことを解決できたから」「担任の先生だけではなく、
色々なクラスの先生が話しかけてくれて質問しやすい環境だから」「子どもたちが帰ったあと先
生が積極的に話してくれてその流れに乗って質問をすることが出来たから」など、質問をしやす
い環境があったことに関する記述であった。学生（特に 1 年生）は、現場の忙しさに圧倒されて

しまい、いくらマッチングシートで「いつでも質問してね」と伝えられていてもなかなか質問す
ることが出来ないことは多い。その中で保育者側から質問がないかを尋ねられたり、反省会の時
間を設けられたりすることは学生の満足に繋がるのだと考えられる。また、反対に満足度を 2 と
答えた学生 4 名（1 年生 3 名、2 年生 1 名）の自由記述を見ると、全員が「指導していただいた
ことがほとんどない」と回答していた。このことから、少なくともインターンシップを履修して
いる（比較的モチベーションの高い）学生に関しては、実習中に必要な指導や助言が十分に行わ
れず、「注意しない」「怒らない」といった「特別扱い」を受けているような状況はむしろ逆効果
であることが考えられる。 

　本研究は、X 短期大学のインターンシップにおいて、学生と保育者の間の円滑なコミュニケー
ションを促進させ、それによって学生の保育に対する意欲を向上させることを目的としていた。
そのために「学生と実習先の効果的マッチングシート」を作成し、その効果をアンケート調査を
もとに検証した。その結果、マッチングシートは学生のインターンシップに対する意欲を向上さ
せていたことが示され、この効果は特に 1 年生で顕著であることが示唆された。また、マッチン
グシートによって意欲が向上した程度の高い学生ほど、指導担当者に対する満足度が高いことが
示された。さらに、自由記述の結果から、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えら
れているかどうかが、指導担当者に対する満足度に繋がる可能性も示唆された。

　X 短期大学では、1・2 年生の両方が同じ時期（5 月）にインターンシップ実習を開始する。す
なわち、1 年生は入学してすぐに事前指導を数週間受け、オリエンテーションに赴いたあと、入
学の 1ヶ月後には学外実習が始まることになり、不安感がかなり大きくなることが予想される。
また、インターンシップが開始した直後には、現場の環境やそこでの自分の行動について、迷っ
たり悩みを持ったりする学生も多いだろう。そういった状況において、指導担当者からマッチン
グシートを通して自分がやるべきことを具体的に提示されることは、学生の不安感を減少させ、
その結果、学生の意欲を向上させたのではないかと考えられる。
　一方、2 年生においては 3 割近くが「マッチングシートによって意欲は向上しなかった」と回
答していた。今回調査対象とした 2 年生 15 名は、履修が選択制であるインターンシップを全員
が 2 年連続で履修しており、この時点で教育や保育に対する意欲は高いと考えられる。また、1
年生の間に経験したインターンシップ・教育実習・保育実習の中で、現場で求められる行動を予
想する力もある程度培われている。これらの「元から特に意欲の高い学生が多い」「学外実習に

対する不安感が 1 年生より低い」という理由から、マッチングシートの効果が感じられない学生
が多かったのではないかと思われる。実際に、2 年生の意欲向上に関する自由記述では「変わら
ずインターンは楽しいから」「いつも通り頑張ろうとしか思わなかった」「先生方がどう思ってい
るかは分かったが、モチベーションに繋がることはない」という回答が見られ、自分自身の力で
必要に応じた行動を取ったり、対処したりすることが可能な段階であることが推察された。その
ため、マッチングシートは具体的な目標を立てることには繋がったかもしれないが、そこから意
欲向上には繋がらなかったと予想される。
　しかしながら、指導担当者からの最後のコメント欄にポジティブな記述があることや、保育者
とのポジティブな関係性を感じられることは、1 年生と 2 年生の両方において、インターンシッ
プの意欲に繋がっていることが示唆されている。学生の努力を評価するコメントやポジティブな
フィードバックは、不安感の高低やモチベーションの高低に関わらず、学生の自己肯定感や居場
所意識、やりがいの醸成などに繋がるのかもしれない。また、不安感の高い学生においては、「自
分のことを見てくれている」「自分の良いところに気づけた」など、安心感にも繋がっているこ
とが考えられる。

　今回の結果においては、マッチングシートによる意欲向上と指導担当者への満足度との間には
有意な相関関係があることのみが示されており、意欲向上が満足度に繋がったのか、満足度が意
欲向上に繋がったのかは示されていない。これについては今後の課題であるが、自由記述の結果
から、少なくとも、インターンシップにおいて質問しやすい環境が整えられているかどうかが、
指導担当者への満足度に繋がることは示唆された。つまり、学生にとって指導担当者に質問をし
やすい環境は、指導担当者との円滑なコミュニケーションのための第一歩であり、そういった環
境が良好なコミュニケーションに繋がった結果として、指導担当者への満足度が上がったのかも
しれない。さらに、学生と指導担当者の間での円滑なコミュニケーションによって満足度が上
がった結果、学生のインターンシップに対する意欲が向上した可能性もある。今後、これらの
関係性が確かであるかを検討するための研究を行い、精査する必要があるだろう。

　本研究では、今年度のインターンシップ履修生を対象として、新たに作成したマッチングシー
トの効果を検討した。上述した通り、インターンシップの履修は選択制であり、例年の傾向では
あるものの、1 年生に比べると 2 年生の人数はかなり少ない。1 年生と 2 年生における効果の違
いを比較するためにも、今後、継続的にサンプル数を増やした上で分析を進めることが必要だろ

う。また、今回は 4 月から始まったインターンシップの 7 月末時点での学生の意見しか調査でき
ていない。インターンシップは 1 年間行われることが大きな特徴・利点であり（大嶋他，2023）、
1 年間を通した意欲の変化や保育者との関係性の構築について検討することは重要である。その
ために、1 年間のインターンシップ終了時のアンケート調査も引き続き行い、マッチングシート
の効果について、更なる分析・検討を行う必要があるだろう。
　また、マッチングシートにおける質問項目の内容について、今後改良を行う必要性も考えられ
る。特に 1 年生における不安感の軽減は、養成校だけでなく現場においても重要視される問題で
ある。そのため、学生用マッチングシートの中で、事前に「不安に感じていること」や「サポー
トしてほしいこと」を明確にしておくことは、実際の現場における指導場面でも有効であるかも
しれない。
　さらに、マッチングシートの実施方法についても更なる検討が必要である。今回、マッチング
シートを初めて使用するにあたり、事前にインターンシップ担当教員から各施設へ口頭での説明
を行い、協力を要請した。その後、指導担当者用マッチングシートの回収はインターンシップ担
当教員を含む学科教員が行い、インターンシップ担当教員から学生へ渡すという手順であった
が、施設によっては教員が回収する段階で未記入であったため郵送を依頼し、10 回（ 8 回）の
インターンシップが終了する直前に回収となった場合もあった。そのため、これらの施設でイ
ンターンシップを行う学生へのフィードバックが遅くなってしまい、意欲向上に繋がりにくく
なった可能性がある。今後は、マッチングシートの記入や回収の効率化のために、デジタルツー
ルを活用するなどの工夫が必要だろう。
　本研究では、マッチングシートの効果を検討する際に、学生のみを対象としていた。今後は各
施設の指導担当者に対しても調査を行い、その効果を検討する必要がある。今回のマッチン
グシート回収時に、一部の施設指導担当者から「時間的な負担はそれほど感じないが、（マッチ
ングシートを活用する）意図が分かりづらかった」との指摘があった。今後は、マッチングシー
トの活用意図について、より分かりやすく明確に周知するよう工夫しなければならない。一方で、
「学生の頑張りたい方向が見えやすく、こちら（指導担当者）が何を指導していけば良いかが分
かりやすかった。いつもは学生が求めている指導や何が分からないかが分からなかったため、助
かったし役立った」という意見もあった。学生の不安感だけでなく、インターンシップ先の指導
担当者の負担や悩みを軽減させるためにも、マッチングシートは有用である可能性がある。また、
第三著者が園長を務める保育園での実習において今回作成したマッチングシートを試用した際に
は、学生用のマッチングシートが学生への指導・学生とのコミュニケーションのみならず、指導
担当者の意識改善にも繋がったように感じられた。例えば、学生がマッチングシートに「特に絵
本の読み聞かせについて学びたい」と記述していた場合、指導担当者は学生に読み聞かせの機会
を与えたり、その後助言を行ったりするだけではなく、自身が読み聞かせを行う際にも「学生の
手本となるように」と意識し、指導担当者自身の保育への姿勢にも良い影響が与えられていた。

このように、今回作成したマッチングシートは学生だけでなく、指導担当者や若手保育者の人材
育成のためにも役立てられるかもしれない。これについても、今後検討する必要があるだろう。
　最後に、本研究では、マッチングシートの導入だけでは解決できない問題もあることが明らか
となった。今回作成したマッチングシートでは、「質問のタイミングが分からない」という学生
の悩みを解決するために、質問可能なタイミングを指導担当者から回答してもらう質問項目を設
けた。しかし、本研究の自由記述の結果からは、特に 1 年生において、指導のタイミングを提示
されるだけでは中々実際の質問の機会には結び付かず、指導担当者を含む保育者からの声掛けが
求められていることが分かった。もちろん、養成校側の事前指導として、現場の状況を想定でき
るようなシミュレーションを学生にさせたりすることは必要である。しかし、「質問がしづらい
環境」や「指導の不十分さ」がインターンシップの満足度に影響することからも、学生が質問し
やすい環境づくりを検討していくことは今後の課題といえよう。その際には、保育者側の負担が
過剰になりすぎないよう留意する必要がある。また、指導担当者からのポジティブな言葉掛け
や、するべきことを明確化するための助言は、学生の意欲向上や満足度に繋がる。週に 1 回、1
年間を通して同じ施設の同じクラスを担当することで学生と指導担当者間での関係性が深まり、
そこでの声掛けによって学生のモチベーションがさらに上がることは、インターンシップの理想
的な形である。これはまさに、保育士養成課程等検討会（2010）が指摘した、「インターンシッ
プが就職のモチベーションを高める」ことを示しているのではないだろうか。保育職を目指す学
生にとって、理想の保育者像が見つかることは、保育職への意欲を高める大きなきっかけとなる。
今後、インターンシップのみならず、教育実習・保育実習等でも、マッチングシートの効果を含
むこれらの結果を生かすことは、質の高い保育者を育成することに繋がるだろう。

注 1）学生やインターンシップ先に対しては、マッチングシートのことを「アンケート用紙」という名称で

説明していた。
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